


久留米信愛女学院短期大学の建学の精神と教育理念 

 

建学の精神は、キリストの教えに基づいた真の価値観を持つ人間を育成することである。

ショファイユの幼きイエズス修道会創立者レーヌ・アンティエの言葉に、「人々が神を知り、

神を愛するようになるために、私たちの全生涯を捧げましょう」、そして「マリアにおいて幼子と

なられた神の愛を世に示す」とあるように、創立者と幼きイエズス修道会のカリスマが本学の

建学の精神の根底にある。 

教育理念はこの建学の精神に基づいて、以下のように示される。 

カトリックの精神を基盤として、学生の全人格的な開花を目指す。学生一人ひとりが主体性

を確立し、それぞれの可能性を最大限に伸ばして自己形成を図ると共に、女性としての豊

かな心をもって社会の建設に貢献する人間を育成する。この教育理念を具現化するため、

５つの柱に従い教育する。 

１． キリストの教えに根ざした教育 

２． 一人ひとりを大切にする教育 

３． 能力の開発を目指す教育 

４． 自己形成を促す教育 

５． 社会貢献への態度を形成する教育 

 

 

久留米信愛女学院短期大学及び学科の教育目的・目標 

 

建学の精神「キリストの教えに基づいた真の価値観を持つ人間を育成する」に基づいた本

学全体及び学科の教育目的・目標は以下の通りである。 

 本学全体の教育目的・目標は、「自己を他者に生かす」ことのできる「女性として豊かな心

をもって社会の建設に貢献する人間を育成する」ことである。 

 幼児教育学科の教育目的・目標は、「自己を他者に生かす喜びを知り、子どもとの関わり

の中で実践できる保育者を養成する。そのために子どもの発達の理解と支援に必要な知識、

保育方法・技術を身につけた保育者を育成する」ことである。 

 フードデザイン学科の教育目的・目標は、「食に関するあらゆる場において、豊かな感性と

総合的な技術をもった栄養士を養成する。すなわち、自分を他者に生かす喜びをもち、健

康的な食事を計画・調理・提供できる基礎知識と食空間を演出できる応用力を身につけた

栄養士を育成する」ことである。 
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カリキュラムポリシー 

教育目的・目標に基づいた幼児教育学科のカリキュラムポリシー（教育課程編成・実施の方針）は以下の

通りです。 

幼児教育学科は、ディプロマポリシーに掲げた目標を達成するため、以下の教育内容と方法を実施する。 

1. 教育内容 

① 全学科共通の「信愛教育Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ」、「キリスト教概論」を履修し、キリスト教に基づく価値観を土

台に人格形成の基本を養う。 

② 基礎教育科目群の履修を通して、現代社会に生きる女性としての教養を身につけるとともに、「キャリ

アガイダンスⅠ・Ⅱ」で自らのキャリアを考え、社会人としての基礎を築く。 

③ 「乳児保育Ⅰ・Ⅱ」、「障害児保育Ⅰ・Ⅱ」、「発達心理学」と保育内容科目群の履修を通して子どもの

心身の発達についての知識を習得し、子ども理解を深めて、一人ひとりの子どもの発達についての対

応を学ぶ。 

④ 子どもの保健や食と栄養に関する科目群の履修を通して子どもの発達に合わせた支援の方法を学ぶ。

また、「保育課程論」「保育指導法Ⅰ・Ⅱ」「保育方法・技術」「モンテッソーリ教育法Ⅰ・Ⅱ」を通して

子どもの発達に合わせた保育の考え方や方法を学ぶ。 

⑤ 言語・音楽・身体・造形表現に関する科目群を通して保育者に求められる表現の技術の習得を図る。 

⑥ 保育実習・教育実習の事前に実習の計画・準備、実習後に振り返りを行い、その中で保育者になるた

めの自己研鑽を行う。また「保育・教職実践演習（幼稚園）」のなかで実習を含む今までの学習を振

り返り、自己の不足している点を明らかにし、それを補う学びを行い自己の研鑽力を高めて行く。 

⑦ 「保育原理」「教育原理」「教職基礎論」の履修を通して日本の保育制度や基本的考え方などについ

て学ぶとともに、目指すべき保育者像を明らかにしてゆく。また社会福祉関係の科目群の履修を通し

て社会福祉の制度等の基本的な知識、現代社会における福祉の考え方などを学ぶとともに、実際の

相談支援の方法等についての知識の習得を図る。そして教育実習・保育実習を通して保育の実際

を学び、その中で子どもを取り巻く環境や保育者の使命についての理解を深める。 

⑧ 「チャイルドプロジェクト」や選択科目群を自分の興味・関心に合わせて履修し、自らの研究課題設定

やグループワークを通して学びの中で創意工夫する力を養う。 

2. 教育方法 

① 学修に対する自己評価、履修カルテの活用などを通して学びのフィードバックを行い、教育目的・目

標に基づいたカリキュラムポリシー、ディプロマポリシーの整合性を図る。 

② 専門教育科目では模擬保育などのロールプレイの手法を取り入れ、学生が実践力を高めることを図

る。 

③ ピアノなど個別の能力差のある分野については、個別指導を行い個々の能力に合わせた指導を実施

する。 

④ 主体的な学びの力を高めるために「チャイルドプロジェクト」や選択科目群の中でアクティブラーニング

を取り入れた教育方法を実施する。 

















 

 

科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

キリスト教概論 1年前期 講義 ２ 
卒業必修 

資格選択必修 
山下 敦 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

◎ ○       

授業の目的 

「創世記」より、神の似姿として創造された人間本来の姿を学び、原罪を犯し、その結果、弱さを背負い、闇の中で生き続ける人間の現実に

ついて知る。また、「新約聖書」をとおして、その弱い人間を救いに来られたイエスの教えを学ぶ。愛とゆるしに貫かれたイエスの教えをもと

に、キリスト教的価値観について学びながら、生きることの意味や、人間本来の在り方、真の幸せについて深く考察する。 

到達目標 

１．キリスト教的人間像に基づく、人本来の在り方を知る。 

２．愛とゆるしの重要性の認識を深め、学んだことを日常生活に活かせるようになる。 

３．人生において、特に重大な決断や判断の際、その基準となる価値観を身に着ける。 

授業の概要 
講義のテーマに即した聖書の箇所を精読し、説明する。各自に向けられている聖書からのメッセージを読み

取る。随時カトリック教会の教えも参照し、理解の助けとして視聴覚教材を用いることもありえる。 

授業計画 

１ 

オリエンテーション 

１ 授業内容と授業のねらい 

２ 「聖書」という書物についての概観 

９ イエスの宣教生活と教え③ 

２ 「創世記」の世界① ～キリスト教的人間論～ １０ 

小テスト（３） 

「イエスの宣教生活と教え①～③」のまとめ、補足及び質疑応答 

イエスの宣教生活と教え④ 

３ 「創世記」の世界② ～キリスト教的人間論～ １１ イエスの宣教生活と教え⑤ 

４ 「創世記」の世界③ ～キリスト教的人間論～ １２ イエスの宣教生活と教え⑥ 

５ 

小テスト（１） 

「創世記」の人間論のまとめ、補足及び質疑応答 

イエスの生涯① 

１３ 

小テスト（４） 

「イエスの宣教生活と教え④～⑥」のまとめ、補足及び質疑応答 

イエスの受難と復活① 

６ イエスの生涯② １４ イエスの受難と復活② 

７ 

小テスト（２） 

イエスの生涯のまとめ、補足及び質疑応答 

イエスの宣教生活と教え① 

１５ 全体のまとめ 

８ イエスの宣教生活と教え②   

試験・評価 ４回の小テストとまとめのレポート８０％、受講態度２０％で評価する。 

留意事項 講義の進行状況によって、順番が入れ替わったり内容が少し変わったりすることもある。 

準備学習 
（予習・復習等） 

次の講義の聖書の箇所を、事前に読んでおく。意味のわからないことばを書き留め

るなどして準備する。 
必要時間：３時間 

課題の 

フィードバック 
小テストの解答・解説は、次回の授業で行う。 

テキスト 「新約聖書」新共同訳 日本聖書協会 

参考書等 「信愛教育ガイドブック」 久留米信愛女学院短期大学、「カトリックの信仰生活がわかる本」（女子パウロ会） 











 

 

科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

英語Ⅰ １年前期 演習 １ 
卒業選択必修 

免許・資格選択必修 
阿久根 政子 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

  ◎             

授業の目的 

高校までに学んできた英語を基礎として、保育の現場で役立つ英語を学び、日常生活で使用する身

近な語彙、行事の時の簡単な招待状の書き方、保護者との簡単な電話連絡等保育の現場で欠かせな

い日常生活の事柄を英語で表現できるような英語力を身につける。  

 １ 
卒業必修 

資格選択必修 
宗教部長・他 

到達目標 

１．はじめて会う保護者と英語で簡単な挨拶を交わすことができるようになる。 

２．遊び道具の名前や遊び方を英語で表現できるようになる。 

３．英語の歌を歌いながらゲームができるようになる。 

授業の概要 

テキスト「新・保育の英語」を用い、本文では園生活のさまざまな場面に応じて出てくる語句や口語表現を学

習する。各章のテーマに関係ある語句の発音練習、Listening の練習、先生と子供たちや保護者との対話を英

作文をかねた会話練習を行う。必要に応じて英語の絵本、英語の歌、ディズニーのビデオ鑑賞も行う。 

授業計画 

１ 

オリエンテーション 

１．授業の進め方 ２．試験と評価の仕方 

３．高校までの英語状況アンケート調査 

９ 

L.4  In the Sandbox  (1) 

１．外あそび・遊具 

２．<p> と<b>の発音練習。     

２ 

L.1  The School Year begins  (１) 

 １．新学期・園の人々・園舎 

２．（ｈｅａｒ＋目的語＋～ｉｎｇ ）の表現  （英語絵本） 

１０ 

L.4  In the Sandbox  (２) 

３．花の名前を覚える。   

４．遊びの時に用いる表現 （play tag,  your turn ） 

３ 

L.1  The School Year begins  (２) 

３． 初めて会う保護者との挨拶 

４．園舎の説明 

１１ 

L.5  In the Playground  (1) 

１．園庭                  

２．pick up の異なった意味  

４ 

L.2  Arrival  （１） 

 １．登園・家族   ２．家族関係の名称  

 ３．Ｉ wish we had～ let us know in advance （表現） 

１２ 

L.５  In the Playground  （２） . 

３． Ring-around-a Rousieの歌とゲーム  

４．Let’s sing together  

５ 

L.2  Arrival  （2） 

４．＜th＞の発音練習  ５．指人形作り 

６．Let’s sing together. ＜Finger Family＞． 

１３ 

L.6  Lunchtime  (1) 

１． 昼食・献立表 

２． お手伝いの表現 （help + 人+〈動詞の原形）） 

６ 

L.3  Playtime in the Classroom  (1) 

１．室内あそび・欠席の連絡   

２．＜bowl, sew＞,と＜dot , cough＞,の発音練習。  

１４ 

L.6  Lunchtime  (2) 

３．昼食時に準備する物の名前、食べ物の名前 

４．お弁当に関する保護者との簡単な会話。 

７ 

L.3  Playtime in the Classroom  (2) 

３．遊び道具や遊びの表現   

＜第１回小テスト （L.1～ L.2) ＞  

１５ 
Ｌ.3～6までの総復習。 

  ＜第２回小テスト （L.3～L.6）＞  

８ 
 ＜Beauty and the Beast＞ ビデオ鑑賞  

英語を聞き取り、dictationを行う。 
  

試験・評価 小テスト７０％、授業参加態度２０％、提出物１０％で総合評価する。  

留意事項 テキスト・ノート・プリント・辞書は各自、毎時間持ってくること。  

準備学習 
（予習・復習等） 

配付された復習ノート（プリント）で復習し、事前に次の範囲のテキストに目を通し、復

習や予習で解からなかった点を質問し、解決すること。  
必要時間：４５分  

課題の 

フィードバック 
提出物にはコメントを添え、小テストは採点して、次週の授業で返却、総評する。  

テキスト 「English for Nursery Schools and Kindergartens（新・保育の英語)」 森田和子著 三修社 

参考書等 「Childcare English （保育の英会話）」 赤松直子・久冨陽子著 萌文書林  



 

 

科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

英語Ⅱ  １年後期 演習 １ 
卒業選択必修 

免許・資格選択必修 
阿久根 政子 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

  ◎             

授業の目的 

高校までに学んできた英語を基礎として、保育の現場で役立つ英語を学び、日常生活で使用する身

近な語彙、行事の時の簡単な招待状の書き方、保護者との簡単な電話連絡等保育の現場で欠かせな

い日常生活の事柄を英語で表現できるような英語力を身につける  

 １ 
卒業必修 

資格選択必修 
宗教部長・他 

到達目標 

１．衣類・持ち物の名前と数え方が英語で表現できるようになる。 

２．動物・昆虫の名前や子どもの感情や様子を英語で答えられるようになる。 

３．保護者に電話連絡や、行事の案内状が書けるようになる。  

授業の概要 

テキスト「新・保育の英語」を用い、本文では園生活のさまざまな場面に応じて出てくる語句や口語表現を学

習する。各章のテーマに関係ある語句の発音練習、Listening の練習、先生と子供たちや保護者との対話を英

作文をかねた会話練習を行う。必要に応じて英語の絵本、英語の歌、ディズニーのビデオ鑑賞も行う。  

授業計画 

１ 

L.7  Changing Clothes and Story Time  1) 

１．着替え・おはなしの時間 

２．“The North Wind and the Sun” (北風と太陽)の話 

９ 
 ＜Aladdin＞ ビデオ鑑賞  

英語を聞き取り、dictationを行う。  

２ 

L.7  Changing Clothes and Story Time  (2) 

３．衣類・持ち物（１） ・・下着類 

４．持ち物の数え方・・・a pair of～ 

１０ 

L.11  Preparation for Sports Day (1) 

１．運動会の案内状を書く 

２．遠足の案内状を書く。  

３ 

L.8  Nap Time  (1) 

１．トイレに関する表現・お昼寝 

２．衣類・持ち物（２）・・・制服・スモッグ・靴・通園カバン 

１１ 
L.12  The Sports Day （１） 

１．動会の競技の名前                                                    

４ 
L.8  Nap Time  (2)  

３．トイレ・・・園児と先生の会話 
１２ 

L.12  The Sports Day （２） 

２．競技の時に用いる言葉・動作  

５ 

L9.  Blowing Bubbles  (1) 

１．シャボン玉・身体の名称 

２．歩行  （ハイハイ・つかまり立ち・おんぶ） 

１３ 

L.13  Going for a Walk  (1) 

１．散歩・地図・お店 

２．慣用表現・・・ Please give her our best regards.等 

６ 

L.9  Blowing Bubbles  (2) 

３．昆虫・動物の名前と体の部位名。 Let’s sing. 

＜第１回小テスト (L.7～ L.8) ＞ 

１４ 
L.13  Going for a Walk  (2)  

３．野菜・果物等の名前とその色の名前 

７ 
L.10  A Sick Child  (1) 

１．緊急連絡 
１５ 

L.9～L.13までの総復習。 

  ＜第２回小テスト（L.9～L.13）＞ 

８ 

L.10  A Sick Child  (2) 

２．感情、状態を表すことば 

３．保護者と電話でのやりとり 

  

試験・評価 小テスト７０％、授業参加態度２０％、提出物１０％で総合評価する。  

留意事項 テキスト・ノート・プリント・辞書は各自、毎時間持ってくること。  

準備学習 
（予習・復習等） 

配付された復習ノート（プリント）で復習し、事前に次の範囲のテキストに目を通し、復

習や予習で解からなかった点を質問し、解決すること。  
必要時間：４５分  

課題の 

フィードバック 
提出されたノートおよびレポートは採点し、コメントを記入し、次週の授業で返却、総評する。   

テキスト 「English for Nursery Schools and Kindergartens」(新・保育の英語) 森田和子著 三修社  

参考書等 「Childcare English （保育の英会話）」 赤松直子・久冨陽子著 萌文書林  

















 

 

科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

キャリアガイダンスⅠ １年通年 演習 1 
卒業選択 

資格選択必修 
渡邊 由恵 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

  ◎         ○   

授業の目的 

１．初年次教育として、大学教育に必要をされる学修リテラシー（情報の収集・分析、文章の読解・表現、課題の発見・解決、学習計画の立案・実行、大学生活一般における

ＰＤＣＡサイクルの確立、等）を身につける。 

２．キャリア教育として、自らの職業観や将来像を再確認し、保育士、幼稚園教諭免許の資格や免許を生かした業種・職種への理解を進めることで、自己分析力を身につけ、進路を見据えた就業力を育成する。 

到達目標 

１．大学教育の意義を理解し、大学教育を受ける方法を身につけ、積極的に取り組む態度を確立すること。 

２．大学教育と就業に対する意識を持ち、目指す保育者像を考えることができるようになること。 

３．卒業後の進路を見据え、どのような知識・能力が求められるのかを理解できるようになること。 

授業の概要 

通年で１５回（前期７回・後期８回の予定）の授業を通して、就業力および社会人基礎力について学習する。

教科担当者のほかに、就職部教職員や特別講師等とも連携した授業の中で、上級生や卒業生との交流、グ

ループディスカッション等のアクティブラーニングを行い、職業観について考え、進路の早期確定を目指す。 

授業計画 

１ 

オリエンテーション 

自己紹介・他己紹介（アクティブラーニング） 

進路希望調査の実施① 

９ 
求人票の見方、採用までの流れについて学ぶ 

 自己分析をする 

２ 

キャリア形成（１） 

 学生生活における心構えとマナーについて学ぶ 

（ノート提出①） 

１０ 

履歴書の作成（１） 

履歴書の書式について学ぶ 

 

３ 

キャリア形成（２） 

働くことの意義について学ぶ 

                      （ノート提出②） 

１１ 

履歴書の作成（２） 

 履歴書の具体的な作成について学ぶ・履歴書作成 

[履歴書提出] 

４ 保育のマナーと文章表現について       １２ 

保育職の職業観について（２） 

 特別講師による講話 

（ノート提出④） 

５ 

保育職の職業観について（１） 

  特別講師による講話 

（レポート提出①） 

１３ 

卒業生との懇談会 

 卒業生から現場の実情や働き方について聞く 

（ノート提出⑤） 

６ 

ポートフォリオを活用したレポート作成と提出（１） 

ＭＬ室でレポート（５回目の授業内容）を作成し、 

提出する                

１４ 

就職内定報告会（アクティブラーニング） 

２年生から就職内定までの活動報告や取り組み等に 

ついての話を聞く           （レポート提出②） 

７ 

保育職の現状について 

 保育職の「今」と「これから」（外部講師講話） 

（ノート提出③） 

１５ 

ポートフォリオを活用したレポート作成と提出（２） 

ＭＬ室で各自のレポート（1４回目の授業内容）を作成

し、提出する        

８ 
進路希望調査の実施② 

 今後の目標設定 
  

試験・評価 受講態度・姿勢３０％、レポート・履歴書提出３０％、ノート提出４０％で評価する。 

留意事項 
授業の日時・場所等は変更になることがあるので、掲示をよく確認しておくこと。 

ノート①～⑤はキャリア形成支援室へ提出、レポート①②は、学内のパソコンで作成し提出すること。 

準備学習 
（予習・復習等） 

事前にその範囲のテキストに目を通した上で授業に臨み、不明な点は、できるだけ

授業時間内に質問をして解決すること。また復習して理解を深めるようにすること。 
必要時間：４５分 

課題の 

フィードバック 

提出されたノートは添削・採点し、次回の授業で返却し総評する。レポート①②は添削・採点し、ポートフォリオ

を活用してコメントを返す。 

テキスト 「キャリア形成支援BOOK」 久留米信愛女学院短期大学キャリア形成支援推進室 

参考書等 適宜、紹介する。 



 

 

科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

キャリアガイダンスⅡ ２年通年 演習 １ 
卒業選択 

資格選択必修 
渡邊 由恵 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

  ◎         ○   

授業の目的 

「キャリアガイダンスⅠ」で培った職業観・勤労観および生き方や生活のあり方を土台に、自らの個性・能力

を認識し、把握した上で、卒業後の進路を自らの責任で選び、自己実現を目指すための社会的・職業的自立

を支える就業力を育成することを目的とする。 

到達目標 

１．自分のキャリア形成においてどのような知識・技能が必要になるかを理解すること。 

２．社会人また保育者として求められる水準に対応できる各種能力を身につけること。 

３．就職先の内定を得た上で、社会人、保育者として働くにあたって必要となる姿勢・態度を身につけること。 

授業の概要 

通年で１５回（前期７回・後期８回の予定）の授業を通して、就業力および社会人基礎力を身につける。教科

担当者のほかに、就職部教職員や特別講師等とも連携した授業の中で、他学科との合同受講やグループディ

スカッション等のアクティブラーニングを行い、社会的・職業的自立を目指す。 

授業計画 

１ 

オリエンテーション 

進路希望調査の実施 

 希望進路を確認し、具体的な目標を立てる 

９ 
進路確認 

 希望進路及び就職活動状況についての確認 

２ 

就職活動の実際について 

 特別講師から就職の現状等についての講義を受ける 

 （ノート提出①） 

１０ 
キャリア形成支援講座（３） 

 特別講師から新聞の読み方について学ぶ 

３ 
就職試験対策講座(１)  面接講座① 

 就職活動を始めるにあたっての心構えについて学ぶ 
１１ 

ビジネスマナー講座 

特別講師から社会人として働き、生活していく中で必 

要とされる教養について話を聞く   （ノート提出⑤） 

４ 

就職試験対策講座(２)  面接講座② 

 面接試験の概要と受験に際しての心構え等を学ぶ 

(ノート提出②) 

１２ 
労働法について 

特別講師から労働法について話を聞く 

５ 

就職試験対策講座（３） 

模擬面接を受け、面接のポイントについて学ぶ 

（ノート提出③） 

１３ 

社会人としての心構え（１） 

卒業後における大学からのキャリア形成支援等につ

いて指導を受ける 

６ 

キャリア形成支援講座（１） 

特別講師から幼稚園教諭の心構えについて学ぶ 

（レポート提出①） 

１４ 
社会人としての心構え（２） 

早期離職の予防について話を聞く 

７ 

グループディスカッション（アクティブラーニング） 

与えられたテーマについて、グループディスカッション 

を行う 

１５ 

総括・ポートフォリオを活用したレポート作成と提出 

ＭＬ室でまとめのレポートを作成し、提出する   

                       （レポート提出②）  

８ 

キャリア形成支援講座（２） 

 女性としての生き方について学ぶ 

（ノート提出④） 

  

試験・評価 受講態度・姿勢３０％、レポート提出３０％、ノート提出４０％で評価する。 

留意事項 
授業の日時・場所等は変更になることがあるので、掲示をよく確認しておくこと。 

ノート①～⑤はキャリア形成支援室へ提出、レポート①②は、学内のパソコンで作成し提出すること。 

準備学習 
（予習・復習等） 

事前にその範囲のテキストに目を通した上で授業に臨み、不明な点は、できるだけ

授業時間内に質問をして解決すること。また復習して理解を深めるようにすること。 
必要時間：４５分 

課題の 

フィードバック 

提出されたノートは添削・採点し、次回の授業で返却し総評する。レポート①②は添削・採点し、ポートフォリオ

を活用してコメントを返す。 

テキスト 「キャリア形成支援BOOK」 久留米信愛女学院短期大学キャリア形成支援推進室 

参考書等 適宜、紹介する。 















 

 

科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

ライフデザイン論 １年前期 講義 ２ 
卒業選択必修 

資格選択必修 
 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

  ◎             

授業の目的 

自然に代表される多様な環境に適応してきた人間の英知の積み重ねである生活（＝ライフ）を、自ら主体的に創造する

（＝デザイン）生き方を学ぶ。本講義では、生活文化の中における自然と人事の一体感を学ぶことにより「自然に対する愛」

を再認識し、生活環境の守り手としての自覚を持ち、生活の持つ普遍性と奥深さに気づくことを目指す。 

到達目標 

１．「生活文化」の定義を把握する。 

２．「生活文化」の各領域に関する基本的な用語を習得し、生活を楽しむ姿勢を持つことができるようになる。 

３．「生活文化の伝達」という視点を持ち、「ライフデザイン」というステージに到達することの意義を理解できるようになる。 

授業の概要 

生活を、その主人公（主体者）である人間の人生（ライフコース）に寄せて考察する。その際の視点として、人

が生まれてから死ぬまでを春夏秋冬の四季になぞらえることとする。講義を理解しやすくするため、講義内容

に関連したビデオ等を適宜視聴し、具体的な事例と共に生活文化を考察する。 

授業計画 

１ 

生まれる－生命と生活文化 

・「文化」とは何か 

・人生の四季としての「生活文化」 

９ 

秋②守る 

・倹約の生活文化 

・暮らしを守る環境観          小テスト実施 

２ 

春①育つ 

・社会化のプロセスとしての「子育ち・子育て」 

・子育て文化の日米比較 

１０ 

語る③ 

・「うた」にこめられた生活文化 

・口伝による無形の生活文化  

３ 

春②学ぶ 

・近代以降の学校制度 

・学歴と資格 

１１ 

冬①扶けあう 

・企業と地域社会の共生 

・ボランティア活動とは 

４ 

春③目覚める 

・「こども」と「おとな」の境界 

・自我の目覚め 

１２ 

冬②味わう 

・季節と年中行事 

・東西食事の作法の比較 

５ 

夏①働く 

・「働くこと」と「仕事」と「労働」 

・家事労働の概念              小テスト実施 

１３ 

冬③伝える 

・知識から智慧へ 

・話す文化と書く文化          小テスト実施   

６ 

夏②遊ぶ 

・「遊ぶこと」と「生きること」 

・文化としての遊び 

１４ 
まとめ 

・生活文化の原点としての江戸文化  

７ 

夏③結びあう 

・結婚の社会的意味 

・男女が結び合うメカニズム 

１５ 
レポート作成 

「ライフデザインする生き方について」 

８ 

秋①愛でる 

・「雪月花」を愛でる文化 

・「ペットの愛玩」にみられる社会文化的側面 

  

試験・評価 受講態度２０％、小テスト３回分３０％、レポート５０％で総合評価する。 

留意事項 授業中にプリントや新聞記事のコピーなども教材として配布するので、紛失しないよう保管すること。 

準備学習 
（予習・復習等） 

事前に教科書を読んでから授業に臨むこと 必要時間：３時間 

課題の 

フィードバック 
授業内で実施した小テストは次回に返却し解説を行う。 

テキスト 「生活文化の世界」 臼井和恵・岡部千鶴他 酒井書店 

参考書等 「祖母・母たちの娘時代」 湯沢雍彦・岡部千鶴他 クレス出版 































 

 

科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

児童家庭福祉 １年後期 講義 ２ 
卒業必修 

資格必修 
 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

  ○ ○     ○ ◎   

授業の目的 

家族を取り巻く社会的環境の変化がもたらす児童養育への影響を理解し、保育士を目指す学生が権利擁

護の視点を持って児童家庭福祉の現状と課題を学び、児童養育中の家庭がかかえる課題に気づき、支援に

結び付けていくために必要な基本的知識を習得することを目的とする。 

到達目標 

１．児童福祉の理念を理解し、児童福祉の専門職としての自覚を持てるようになる。 

２．児童と家庭を取り巻く現状を把握する 

３．児童家庭福祉に関する諸制度を理解する  

授業の概要 

児童家庭福祉の理念・歴史・課題及び関連施策の体系を全般的に学ぶ。特に、「子ども子育て支援新制

度」を中心に現行の制度を中心に解説を行う。講義をさらに深く理解するため、講義内容に関連したビデオや

新聞記事などの資料を活用する場合もある。 

授業計画 

１ 

児童家庭福祉とは何か 

・児童（子ども）とはどのような存在か 

・児童家庭福祉の目的 

９ 

＊第２回小テスト（第６週から８週までの範囲） 

子育て支援サービスと児童の健全育成 

・子ども子育て支援新制度 

２ 

児童と家庭を取り巻く現状 

・子どもの生活環境の変化 

・子どもの成長や発達をめぐる問題 

１０ 

母子保健サービス 

・母子保健の理念 

・母子保健サービスの実施と体系 

３ 

子どもの権利 

・子どもの権利飛翔の歴史 

・わが国の子どもの権利保障 

１１ 

保育サービス 

・保育所と待機児童 

・保育サービスの実際と課題 

４ 

児童家庭福祉の歴史① 

・イギリスの児童福祉 

・アメリカの児童福祉 

１２ 

＊第３回小テスト（第９週から１１週までの範囲） 

社会的養護 

・社会的養護と代替的養護 

５ 
児童課程福祉の歴史② 

・日本の児童福祉 
１３ 

障がいのある子どもの福祉 

・新たな福祉観と「障がい」観 

・障がい児への福祉施策 

６ 

＊第１回小テスト（第１週から５週までの範囲） 

児童福祉の制度と法体系① 

・児童福祉法 

１４ 

情緒障がい・少年非行問題 

・情緒障がいとは、要因と背景、対応 

・非行の要因と背景、対応 

７ 
児童福祉の制度と法体系② 

・児童家庭福祉に関係する法律 
１５ 

児童家庭福祉専門職間における連携 

・様々な専門職 

・連携の重要性と課題 

８ 

児童家庭福祉行財政と実施機関 

・行政機関、審議機関、財政と費用負担 

・児童福祉施設及び事業 

  

試験・評価 ３回の小テスト３０％、受講態度２０％、試験５０％で総合評価する。 

留意事項 授業中にプリントや新聞記事のコピーなども教材として配布するので、紛失しないよう保管すること 

準備学習 
（予習・復習等） 

事前にその範囲のテキストに目を通した上で授業に臨み、授業で理解できなかった

点があれば復習して理解するか、オフィス・アワーで質問し解決しておくこと。 
必要時間：３時間 

課題の 

フィードバック 
授業内で実施した３回の小テストは、次週の授業で返却し総評を行う。 

テキスト 「保育と児童家庭福祉」 櫻井奈津子他 みらい 

参考書等 「データで読む平成期の家族問題」 湯沢雍彦 朝日選書 







 

 

科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

社会的養護 １年前期 講義 ２ 
卒業選択 

資格必修 
重永 茂 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

    ○       ◎   

授業の目的 

子どもと家庭を取り巻く環境の変化を受け、養護問題が多様化している現在、社会的用語の意義や必要性が強調されている。現代社会に

おける社会的用語の意義、理念と基本原理、体系、社会的養護を必要とする子どもの心理的ケアや保護者支援の必要性について学習し、

社会的養護の中心を担う児童福祉施設の保育士には独自の役割と専門性があることを認識する。 

到達目標 

１．近年の養護問題の特徴を学び、現代社会における社会的養護の意義について知識を習得する。 

２．子どもの権利擁護、自立支援、家族関係の再構築等の基本原理や社会的養護の体系について知識を習得する。 

３．社会的養護における保育士の役割と専門性や自立支援の必要性について理解し、説明できるようになる。 

授業の概要 

テキストや配布資料を使用した講義を中心とし社会的養護に関する知識の習得を目指す。授業中に出題す

るレポート課題の考察を通して社会的養護の中心を担う保育士の支援の専門性や基本的な技術、社会的養

護の意義や基本原理について学生が自身で主体的に考えられるようになることを目指す。 

授業計画 

１ 

児童家庭福祉と社会的養護 

児童福祉から児童家庭福祉への転換について、子ども

と家庭を取り巻く環境の変化から学ぶ。 

９ 
社会的養護の制度・施策 

社会的養護に関係する法律や制度を学ぶ。 

２ 

近年の養護問題の特徴 

現代の社会環境の変化がもたらす養護問題の特徴につ

いて学ぶ。 

１０ 
社会的養護の体系 

社会的養護のしくみや種類、実施体制を学ぶ。 

３ 
現代社会における社会的養護の意義① 

「子育ての社会化」と社会的養護について学ぶ。 
１１ 

施設養護の特質と基本原則 

施設養護の基本的な役割や支援過程、方法等を学

ぶ。 

４ 

現代社会における社会的養護の意義② 

今後推進される社会的養護の基本的方向性について

学ぶ。 

１２ 

施設養護の実際① 

児童養護系施設の種類と目的、支援内容と課題等を学

ぶ。 

５ 
自立支援 

社会的養護における自立支援の必要性について学ぶ 
１３ 

施設養護の実際② 

障がい児系施設等の種類と目的、支援内容と課題を学

ぶ。 

６ 

社会的養護において保育士に求められる視点 

専門職としての保育士の役割と専門的アプローチについ

て学ぶ。 

１４ 

家庭〈的〉養護の特質と基本原則 

家庭〈的〉養護の基本的な役割や支援過程・方法等を

学ぶ。 

７ 

保育士とソーシャルワーク 

社会的養護におけるソーシャルワークの必要性、ソーシ

ャルワークの基本原則等を学ぶ。 

１５ 

これからの社会的養護 

今後に期待される社会的養護の支援体制等について学

ぶ。 

８ 

子どもの権利擁護 

現代社会において児童の権利とはどのような意味を持

つのかを学ぶ。 

  

試験・評価 筆記試験７０％、レポート課題２０％、受講態度１０％で総合評価する。 

留意事項 意欲的に取り組むこと。ノートを各自持参すること。授業中の携帯電話の使用は禁止する。 

準備学習 
（予習・復習等） 

学習した内容を復習し、次回学習する内容はテキストを読んでおく。理解しづらい点

はピックアップしておき、授業中に質問するなどして理解する。 
必要時間：３時間 

課題の 

フィードバック 
 

テキスト 「社会的養護の原理」 櫻井奈津子編著 青踏社 

参考書等 授業の中で適宜紹介する。 





 

 

科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

子どもの保健Ⅰ １年前期 講義 ２ 
卒業必修 

資格必修 

椎葉 美千代 

渡邉 晴美 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

    ○ ◎         

授業の目的 
子どもの心身の問題、栄養、生活、母子関係、環境、社会の制度や施策などについて学び、現在の子ども

達がどのような状況におかれているか、そして今後どのようなに支援していくかを理解し、知識を修得する。 

到達目標 

１．子どもの生理・運動・精神機能の発達、適切な生活環境が説明できるようになる。 

２．子どもの健康状態の把握と主な疾病の特徴について理解する。 

３．「子どもの保健 Ⅱ」とあわせ、 保育所（園）・幼稚園などでの保育や将来の家庭での育児における実践の準備ができる。 

授業の概要 

日常の子どもの保健の実践を主体とし、家庭での育児あるいは保育所（園）・幼稚園などでの保育にあたっ

て参考となるような事項を、テキスト（子どもの保健  巷野悟郎 編 診断と治療社）や、適時配布する補助プ

リントを利用して学ぶ。 

授業計画 

１ 

子どもの健康と保健の意義（P1-12） 

１． 子どもとは？ 子どもの特徴 

２． 子どもの保健の方策 

９ 

子どもの食事① （P67-92） 

１．子どもの栄養の特徴  ２．消化と吸収  

３．人工栄養  ４．離乳 

２ 
子どもの発育･発達と保健① (P14-23) 

１． 子どもの形態的変化 
１０ 

子どもの食事② （P67-92） 

１．母乳栄養 

３ 
子どもの発育･発達と保健② (P21-32) 

１．子どもの身体発育の評価 
１１ 

新生児 （P149-156） 

１．新生児の特徴と養護 

４ 

生理機能の発達と保健 （P33-43） 

１．体温   ２．呼吸   ３．脈拍と血圧  

４．感覚   ５．排泄   ６．睡眠 

１２ 

母子保健 （P237-266） 

１．母子保健の現状    

２．母子保健行政  

５ 

運動機能の発達と保健 （P44-55） 

１．運動機能の発達   ２．原始反射   

３．乳児期・幼児期の運動機能  ４．体力 

１３ 

健康と病気 （P157-169） 

１．発育の時期による病気の特徴 

２．症状と看護 

６ 

精神機能の発達と保健 （P56-64） 

１．言葉   ２．情緒   ３．社会性  

４．精神発達の評価   ５．豊かな心の発達 

１４ 感染症と予防接種（P184-196） 

７ 中間のまとめ・評価 （小テスト） １５ 事故と応急手当 （P170-183） 

８ 

子どもの精神保健 （P123-130） 

１．発達障害  ２．子どもの気になる行動 

３．虐待  

 
   

 

試験・評価 中間評価（小テスト）３０％、筆記試験６０％、受講態度１０％で総合評価する。 

留意事項 子どもや育児に関連する新聞やニュースに関心を持つことが望まれる 

準備学習 
（予習・復習等） 

教科書の該当箇所をよく読んでおくこと。 

又、授業後はポイントを復習し理解を深めること。 
必要時間：３時間 

課題の 

フィードバック 
授業で実施した小テストは採点し、採点終了した翌週の授業で返却し総評を行います。 

テキスト 「子どもの保健」 巷野悟郎 編 診断と治療社 

参考書等 授業内で適宜紹介します 



 

 

科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

子どもの保健Ⅱ １年後期 講義 ２ 
卒業必修 

資格必修 
森谷 由美子 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

    ○ ◎         

授業の目的 
子どもの成長の過程で、よく遭遇する病気を理解し、また子どもが病気になったとき家庭のみならず保育所

（園）・幼稚園などでのケア、予防等の参考となるような事項について学び、その実践の準備ができる。 

到達目標 

１．子どもの成長の過程でよく遭遇する病気を理解し、説明できるようになる。 

２．子どもが病気になったとき家庭のみならず保育所（園）・幼稚園などでのケア、予防等を理解する。 

３．「子どもの保健Ⅰ」とあわせ、保育所・幼稚園などでの保育や将来の家庭での育児における実践の準備ができる。 

授業の概要 

子どもが病気になったとき家庭のみならず保育所（園）・幼稚園などでのケアの参考となるような事項を、テキスト「お母さ

んに伝えたい 子どもの病気 ホームケアガイド」（日本外来小児科学会 編著 医歯薬出版株式会社）、「子どもの保健」 

（巷野悟郎 編 診断と治療社）ならびに補助プリント、スライド、DVDを参考、利用して学ぶ。 

授業計画 

１ 

子どもの事故防止 

１．事故防止（各年齢のチェックポイント） 

２．応急手当、処置の復習           小テスト① 

９ 

皮膚の病気 

１．あせも   ２．水いぼ   ３．とびひ   ４．じんましん   

５．しもやけ   ６．しらみ・その他           小テスト③ 

２ 

基本的な家庭でのケア 

１．診察  ２．薬、飲ませ方   ３．熱・解熱剤 

４．お風呂   ５．抗菌薬   ６．子どもの精神保健 

１０ 

泌尿器、胃・腸・肛門の病気 

１．血尿・蛋白尿   ２．尿路感染症   ３．包茎 

４．腸重積   ５．幽門狭窄症   ６．その他 

３ 

感染症 １ 

１．EB   ２．プール熱   ３．インフルエンザ 

４．おう吐下痢症   ５．腸炎   ６．ウイルス性肝炎 

１１ 

骨・関節の病気、その他 

１．ろうと胸   ２．O脚・X脚   ３．肘内障 

４．熱中症   ５．先天性股関節脱臼    小テスト④ 

４ 

感染症 ２ 

１．耳下腺炎   ２．蟯虫症   ３．クループ 

４．細気管支炎   ５．夏風邪   ６．突発性発疹 

１２ 

長びく病気、子どもの心身症、発達障害 

１．ひきつけ・熱性けいれん ２．てんかん ３．チック  ４．おねしょ ５．学習障害（LD） 

６．自閉症スペクトラム障害（ＡＳＤ）  ７．注意欠如/多動性障害（AD/HD） 

５ 

感染症 ３ 

１．はしか  ２．百日咳  ３．風疹  ４．ヘルペス 

５．マイコプラズマ  ６．水痘  7．その他         小テスト② 

１３ 

アレルギー・その他 

１．ぜんそく  ２．アトピー性皮膚炎 ３．花粉症 ４．食物アレルギー  

５．肥満・貧血  ６．その他                  小テスト⑤ 

６ 

予防接種と出席停止 

１．予防接種の種類と時期、意義 

２．出席停止期間   ３．感染予防の基礎知識 

１４ 

赤ちゃんの病気、その他 

１．おむつかぶれ  ２．便秘  ３．夜泣き ４．目ヤニ・鼻づまり 

５．低出生体重児・早産児  ６．乳幼児突然死症候群（ＳＩＤＳ） 

７ 

全身の病気  

１．リンパ節   ２．紫斑病   ３．川崎病 

４．心雑音・その他 

１５ まとめテスト 

８ 

目・耳・鼻・のどの病気 

１．斜視   ２．中耳炎   ３．鼻血   ４．扁桃腺 

５．その他 

  

試験・評価 授業内の小テスト（５回）５０％、まとめのテスト４０％、受講態度１０％で総合評価する。 

留意事項 理解度等により授業進度・内容・計画を変更することがある。 

準備学習 
（予習・復習等） 

予習を行い、理解しづらい点をピックアップしておき、それをもって授業に臨み、理解する

こと。小テストの復習をして知識を定着させておくこと。 
必要時間：３時間 

課題の 

フィードバック 
授業で実施した小テストは採点し、次回の授業で返却、解答及び解説を行う。 

テキスト 
「お母さんに伝えたい 子どもの病気 ホームケアガイド」 日本外来小児科学会 編著 医歯薬出版株式会社  

「子どもの保健」 巷野悟郎 編 診断と治療社 

参考書等 適宜、紹介する。 



 

 

科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

子どもの保健演習 ２年前期 演習 1 
卒業選択 

資格必修 
平田 ナツ子 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

    ○ ◎         

授業の目的 

子どもの保健演習は「子どもの保健」において学習した知識・理論を基礎として展開する。 

そこで本科目では、広く子どもたちが生活する地域社会の中、保育所・幼稚園・児童福祉施設・学校や家庭な

どの保育・育児・教育の場において実践できる能力を修得する。 

到達目標 

１．子どもの心身の健康増進と安全な発育・発達をうながすための保健活動について理解できる。 

２．子どものかかりやすい病気や遭遇しやすい事故について異常の早期発見と予防法について説明できる。 

３．かかりやすい病気や事故時の適切な対応ができ、安全管理についても理解できる。 

授業の概要 

子どもの心身の健康増進と安全な発育・発達をうながすための保健活動について学ぶ。そのために子ども

にかかりやすい病気や起こりやすい事故等について深め、その予防法と異常の早期発見ならびに適切な対処

法について具体的に学ぶ。また安全教育・安全管理についてもグループワーク等を通して深める。 

授業計画 

１ 
Ⅰ．「子どもの保健演習」の意義と目的 

 ・子どもと健康について 
９ 

子どもがよくかかる病気について② 

１．よくかかる感染症  ２．感染症の予防 

３．薬の与え方  ４．体調不良時の対応 

２ 

Ⅱ．子どもの発達を知る① 

１．成長発達の一般的原則 ２．胎児の発育・胎児の発

育に影響する因子 ３．乳幼児の身体発育とその評価 

１０ 

Ⅶ．よく起こる事故について 

１．子どもの死因統計  ２．子どもの事故の特徴 

３．安全管理・安全教育 

３ 

Ⅲ．子どもの発育を知る② 

１．運動機能の発達と評価  ２．原始反射・粗大運動

の発達 ３．精神機能の発達の測定とその評価 

１１ 

Ⅷ．いざという時の応急処置について① 

１．子どもの応急処置における留意点 

２．傷病時の応急処置 

４ 

Ⅳ．子どもの健康状態を知る 

１．生理的機能の発達、免疫・感覚機能の発達 

体温・呼吸・循環・体温調節・免疫・感覚 

１２ 

いざという時の応急処置について② 

１．急変時の応急処置 

２．心肺蘇生法の実際 

５ 

Ⅴ．日常における養護の方法① 

１．抱き方・おんぶの仕方  ２．食事の与え方 

３．口腔内の衛生 

１３ 

Ⅸ．慢性疾患や障害をもつ子どもの保育について 

１．医療費等の援助 

２．アレルギー性疾患等 

６ 

 日常における養護の方法② 

１．衣服の着せ方  ２．排泄のさせ方 

３．沐浴・入浴のさせ方  ４．外出時に注意すること 

１４ 

Ⅹ．子どもの生活習慣について 

１．生活習慣病の予防  ２．肥満とやせ ３．食生活等 

４．就寝時刻と起床時刻  ５．心身症 

７ 
子どもの保育環境づくり 

１．施設環境  ２．日常の健康管理等 ３．健康診査 
１５ 

ⅩⅠ．世界の子どもの保健について 

１． 子どもの保健の国際協力 ２．日本の子どもの保健 

の現状  ３．在日外国人の保健の現状 

８ 

Ⅵ．子どもがよくかかる病気について① 

１．病気についての基礎知識 

２．体調不良時の状況別対応 

  

試験・評価 筆記試験・演習技術９０％、受講態度・姿勢１０％で総合評価する。 

留意事項 
視聴覚教材の使用および実際に体験する機会を多く取り入れていく。 

演習では積極的に取り組む姿勢を期待する。 

準備学習 
（予習・復習等） 

「小児保健」で学んだことの復習、および小児期に応じた成長発達の特徴を予習す

る。小児期にかかわる社会保障制度、特に病気・障害に関する制度についても復習 
必要時間：４５分 

課題の 

フィードバック 
 

テキスト 「子どもの保健演習ノート」 榊原洋一監修・小林美由紀執事 診断と治療社出版 

参考書等 「子どもの保健」第２版 巷野吾朗著 診断と治療 







 
科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

家庭支援論 ２年後期 講義 ２ 
卒業選択 

資格必修 
 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

          ○ ◎   

授業の目的 

保育士とは「児童の保育及び児童の保護者に対する保育に関する指導を行うことを業とする者」であること

を自覚し、保育所の持つ「子育て支援」機能が重要な社会的役割であることを理解し、児童・親を含めた家族

全体が保育の対象であることを認識する。 

到達目標 

１．現代の様々な家族のあり方を知り、それをふまえて適切な「相談・助言」を行うことができるようになる。 

２．子育て支援に関する社会政策・制度について諸外国の事例も含め、概観できるようになる。 

３．それぞれの家庭のニーズに応じた多様な支援対策を提供するため、関係機関との関連について把握できるようになる。 

授業の概要 

保育所の持つ「子育て支援」機能が重要な社会的役割であることを理解するために、家族・家庭の機能、現

代社会における子育てをめぐる問題とその背景、支援にあたっての基本的理念を学ぶ。講義をさらに深く理解

するため、講義内容に関連したビデオ等を適宜視聴し、具体的な事例と共に家庭支援のあり方を考察する。 

授業計画 

１ 

はじめに 

・保育士の仕事とその責任 

・家族とのかかわり 

９ 

家庭支援に関する政策動向と展望③ 

・乳児院と児童養護施設 

・関係機関のネットワークについて 

２ 

家族・家庭とは 

・「家族・家庭」は自分にとってどのような存在か 

・家庭の持つ機能 

１０ 

子どもへの虐待を考える① 

・虐待の歴史、定義、発生件数 

・児童虐待防止法 

３ 

現代の家族を取り巻く社会状況① 

・高齢化・少子化 

・合計特殊出生率の推移と婚姻状況の変化 

１１ 

子どもへの虐待を考える② 

・久留米市の状況 

・虐待防止にむけた関係機関とのネットワーク 

４ 

現代の家族を取り巻く社会状況② 

・男女共同参画社会基本法 

・育児休業法 

１２ 

子どもへの虐待を考える③ 

・「ドメスティック・バイオレンス（DV）」と子ども 

・DV防止法と関係機関との連携 

５ 

現代の家族を取り巻く社会状況③ 

・育児の孤立化とは 

・子育てに果たす祖父母の役割 

１３ 

家族・家庭の再生① 

・ひとり親家庭への支援 

・赤ちゃんポスト 

６ 

現代の家族を取り巻く社会状況④ 

・情報化の進行 

・貧困による格差の拡大 

１４ 

家族・家庭の再生② 

・里親ホーム 

・特別養子制度 

７ 
家庭支援に関する政策動向と展望① 

・これまでの政策の流れ 
１５ 

まとめ 

・諸外国の子育てについて 

・これからの家庭支援に求められる視点 

８ 

家庭支援に関する政策動向と展望② 

・家庭的保育 

・ファミリーサポートセンター 

  

試験・評価 ビデオ視聴後のフィードバックシートと受講態度４０％、試験６０％で総合評価する。 

留意事項 授業中にプリントや新聞記事のコピーなども教材として配布するので、紛失しないよう保管すること 

準備学習 
（予習・復習等） 

日頃から新聞を読み「家族」「出産」「育児」等、授業に関連する記事を切り抜くなど

をして、家庭支援のあり方について考えをまとめておく。 
必要時間：３時間 

課題の 

フィードバック 
ビデオ視聴後のフィードバックシートは添削し、次週の授業で返却し総評を行なう 

テキスト 「実践家庭支援論」 松本園子他著 ななみ書房 

参考書等 「データで読む平成期の家族問題」 湯沢雍彦 朝日選書 



 

 

科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

保育課程論 １年後期 講義 ２ 
卒業選択 

資格必修 
渡邊 由恵 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

      ◎   ○   ○ 

授業の目的 

質の高い保育を展開するためには子どもを理解し、それを指導計画に反映する力が求められる。本講義で

は、保育課程・教育課程・全体的な計画と指導計画のつながりについて理解し、計画立案の基礎を学ぶと共

に、保育の PDCAサイクルによる保育実践の展開について理解する。 

到達目標 

１．保育課程・教育課程・全体的な計画に基づいた指導計画を作成するための基本を理解する 

２．指導計画立案および保育の PDCAサイクルについて理解する 

３．実習における指導案作成方法を理解し習得する 

授業の概要 

子どもの発達を見通し、その時期に必要な保育内容を子どもが経験するためにどのような環境を作り出して

いくのか、それらを指導計画に反映させる方法について学びを深め指導計画の基本的な理念を理解する。実

際に計画を作成しながらそれを実習における指導案や日案作成および保育実践に活かす力を習得する。 

授業計画 

１ 

オリエンテーション/保育所保育指針・幼稚園教育要領・

幼保連携型認定こども園教育・保育要領における保育

課程・教育課程・全体的な計画とは 

９ 
指導計画の基本と作成⑥ 

 環境の構成と予想される子どもの姿 

２ 保育課程、教育課程、全体的な計画の編成 １０ 
指導計画の基本と作成⑦ 

 保育者の援助と配慮 

３ 
保育課程・教育課程・全体的な計画と指導計画 

 
１１ 

指導案作成の実際① 

制作あそびの指導案の作成（グループワーク） 

４ 
指導計画の基本と作成➀ 

  子どもの発達過程と指導計画導 
１２ 

指導案作成の実際② 

遊びの実践を通して自由課題を設定する 

（グループワーク） 

５ 
指導計画の基本と作成② 

 子ども理解（子どもの姿をとらえる視点） 
１３ 

指導案作成の実際③ 

  指導案作成（グループワーク） 

６ 
指導計画の基本と作成③ 

  子ども理解に基づくねらいと内容のとらえ方 
１４ 

指導案作成の実際⑤ 

プレゼンテーション（グループワーク） 

７ 
指導計画の基本と作成④ 

保育内容の総合的なとらえ方（遊びの実践） 
１５ 保育の実践と評価・省察、まとめ 

８ 

指導計画の基本と作成⑤ 

子ども理解・保育理解と保育内容の関係 

 （グループワーク） 

  

試験・評価 試験５０％、ワークシート３０％、指導案１０％、学習状況１０％で総合評価する。 

留意事項 私語、スマートフォン・携帯操作・居眠りをしないこと。実習につなげられるように意識して講義に参加すること。 

準備学習 
（予習・復習等） 

他の講義と関連性を持つ科目であるため相互に学びを生かせるように意識して全て

の講義を受講すること。講義には前回の講義内容を振り返った上で参加すること。 
必要時間：３時間 

課題の 

フィードバック 
ワークシートは次週の講義時に返却をして総評を行う。 

テキスト 
「幼稚園教育要領解説」文部科学省 フレーベル館、「保育所保育指針解説書」厚生労働省 フレーベル館 

「幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説」内閣府 フレーベル館 

参考書等 必要に応じて講義内で提示する。 



 

 

科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

乳児保育Ⅰ １年後期 演習 １ 
卒業必修     

資格必修 
萩尾 ミドリ 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

    ◎ ○     ○   

授業の目的 

保育所保育指針では「‥入所する子どもの最善の利益を考慮し、その福祉を積極的に増進することに最も

ふさわしい生活の場でなければならない」と、保育所保育のあり方が示されている。この授業では０歳児、１歳

児、２歳児の発達の特性を理解し、指導のあり方・援助について理解を深める。 

到達目標 

１．乳児保育の理念と歴史的変遷および役割について理解する。 

２．３歳未満児の生活と遊びから保育所での一日の流れを理解する。 

３．歌い継がれている“ふれあいうた・あそびうた”を習得する。 

授業の概要 

人と人とのかかわりの中で、日々成長していく乳幼児のかわいらしさ、すばらしさ、たくましさなど乳児保育な

らではの楽しさを伝える授業内容を計画し、養護と教育を一体的に行う保育のあり方について学習する。 

語り継ぐ意味も含めて ふれあいうた・あそびうたを習得する。 

授業計画 

１ 

乳児保育の理念と役割 

 ・心身ともに健やかに育つ 

 ・マフィン人形での（実習） 

９ 
・小テスト 

・ふれあいうた・わらべうた（実技）  

２ 

乳児保育の意義と基本 

 ・「乳児保育」とは 

 ・ふれあいうた・あそびうた（実技） 

１０ 

乳児保育の保健衛生及び安全 

  ・集団保育と保健 

  ・生活と健康 

３ 
乳児保育の歴史と現状 

 ・「乳児保育」のあゆみ 
１１ 

子どもの食事 

  ・子どもの育ちと食事の重要性 

  ・食の悩みと考え方 

４ 

子どもの育ち 

 ・乳幼児の発達 

 ・乳幼児の生活 

１２ 

保育の計画と記録（１） 

 ・乳児保育を支える保育の計画 

 ・次の保育に生かす記録 

５ 
子どもの生活と遊び（１） 

 ・０歳児クラス・デイリープログラム（前期） 
１３ 

保育の計画と記録（２） 

   ・記録をする上でのポイント 

 ・事例をもとに連絡帳を書く（提出） 

６ 
子どもの生活と遊び（２） 

 ・０歳児クラス・デイリープログラム（後期） 
１４ 

保育の計画と記録（３） 

 ・提出された連絡帳から学ぶ（提出） 

 ・記録を保育につなぐ省察・評価 

７ 
子どもの生活と遊び（３） 

 ・１歳児クラス・デイリープログラム 
１５ 

乳児保育の今後の課題 

   ・子育て環境の変化と乳児保育 

   ・家庭・地域との連携 

８ 
子どもの生活と遊び（４） 

 ・２歳児クラス・デイリープログラム 
  

試験・評価 小テスト５０％、課題３０％(１５％×２回)、受講態度・姿勢２０％で総合評価する。 

留意事項 日頃より保育関連のニュースに関心をもつことが望まれる。 

準備学習 
（予習・復習等） 

授業後の復習をすることで知識をより確かなものにしていくように。 

理解出来なかったところは、次回質問出来るように準備しておくこと。 
必要時間： ４５分 

課題の 

フィードバック 
小テスト及び課題は、添削・採点し次回の授業で返却 振り返りの時間をとる。 

テキスト 「乳児保育」 増田まゆみ編著 北大路書房 

参考書等 「保育所保育指針」、「乳児の生活と保育」 松本園子編著 ななみ書房 



 

 

科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

乳児保育Ⅱ ２年前期 演習 １ 
卒業選択 

資格必修 
山内 享子 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

    ◎ ○     ○   

授業の目的 

乳児は、他者との関わりを初めて持ち、その中で人格が形成されるなど、子どもの心身の発達にとって極め

て重要な時期である。この時期に大きな役割をもつ乳児保育の意義と関わり方の重要性を学び、乳児を愛情

豊かに受容し、心身ともに健全な成長・発達に導くための専門性を身に付けていく。 

到達目標 

１．乳児の健全な発達を促すために必要な知識・技術を習得する。 

２．発達に応じた保育環境と保育方法を学ぶ。 

３．乳児保育に必要な保護者支援・職員間の連携について理解を深める。 

授業の概要 

乳児の成長に合った保育環境を整え、安心・安全に過ごせるように、保育内容・乳児の発達について理解を

深める。具体的な事例を参考にしながら実際に保育現場で働いた時を想定し、グループ演習・参加型で学習

する。 

授業計画 

１ 
乳児保育Ⅱ授業概要 

乳児保育の意義と基本 
９ 

１・２歳児クラス 

保育の実際・保育環境 

第１回小テストの総評 

２ 
乳児の発達と保育内容① 

身体・運動発達の特性 
１０ 

乳児保育計画と記録 

保育課程の編成と指導計画の作成 

３ 
乳児の発達と保育内容② 

生活リズムの確立（食事・睡眠・排泄・着脱・清潔） 
１１ 

乳児保育計画と記録 

保育に生かす記録・記録の必要性・自己評価 

４ 
乳児の発達と保育内容③ 

認識とことばの育ち・あそび 
１２ 

乳児保育における連携 

保育者の役割・職員間の連携 

レポート提出 

５ 
乳児の発達と保育内容④ 

人との関わり・社会性の育ち・あそび 
１３ 

乳児保育における連携 

保護者支援と連携 

レポート総評 

６ 

乳児期にかかりやすい病気と対策 

保健計画・食物アレルギー 

レポート提出 

１４ 

乳児保育における連携 

地域との連携・保育園の社会的役割 

第２回小テスト（４５分）：８～１３週の範囲 

７ 

集団保育と安全 

事故予防・応急処置・発生時の対応 

レポート総評 

１５ 

乳児保育の現状と課題 

前期講義のまとめ 

第２回小テストの総評 

８ 

０歳児クラス 

保育の実際・保育環境 

＜第１回小テスト（４５分）：１～７週の範囲＞ 

  

試験・評価 授業内で行う小テスト５０％、レポート３０％、授業態度・姿勢２０％で総合評価する。 

留意事項 
子育てに関する情報に関心をもつ。乳児を見たり触れたりする経験を通して授業の理解と結びつけて考え、子

どもの実際を認識する。 

準備学習 
（予習・復習等） 

授業内容に関するテキストを読み予習復習を行う。 必要時間：４５分 

課題の 

フィードバック 
授業で実施した２回の小テスト・レポートは、添削・採点し、次週の授業で返却し総評を行う。 

テキスト プリント、乳児保育［新版］ 増田まゆみ編著 北大路書房 

参考書等 「保育所保育指針」 



 

 

科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

障害児保育Ⅰ １年後期 演習 １ 
卒業選択 

資格必修 
岡田 良子 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

    ◎ ○         

授業の目的 

障害を持っていることで生活上の不便や配慮を必要とするが、障害のみに目を奪われてはならない。 障害児保育の

理念や障害の概念等について学ぶ。そして書が維持への支援・保育及びその親への支援の内 容と必要性について理解
する。あわせて様々 な障害について理解する。 

到達目標 

１．障害の概念、障害児保育の理念について理解し、説明できる。 
２．障害児への支援の概要について理解し、習得する。 
３．障害児の親の心理的受容について理解し、支援について習得する。 

授業の概要 

本授業では、家庭や保育現場であるいは医療現場で、「今」を生きて生活している子どもたちに焦点を当て、そ の子ども
たちのニーズ、その保護者のニーズに接近しながら、保育者として何が自分に必要とされているのか を学ぶ。そして自
分自身の「障害観」の見直しを同時に行っていくことを重要視している。 

授業計画 

１ 障害の理解 ９ 発達障害児への理解と支援① 

２ 障害児保育の基本 １０ 発達障害児への理解と支援② 

３ 保護者や家族に対する理解と支援① １１ 発達障害児への理解と支援③ 

４ 保護者や家族に対する理解と支援② １２ 知的障害児への理解と支援① 

５ 保護者や家族に対する理解と支援③ １３ 知的障害児への理解と支援② 

６ 統合保育① １４ 知的障害児への理解と支援③ 

７ 統合保育② １５ まとめ 

８ 統合保育③   

試験・評価 単位認定試験５０％、課題及び I シート３０％、授業への積極的参加２０％で総合評価する。 

留意事項 授業中の私語、居眠り、スマートフォン等の使用は原点の対象とします。 

準備学習 
（予習・復習等） 

前回の授業の復習をすること。何回か課題を出します。 必要時間：４５分 

課題の 

フィードバック 
毎回の授業開始時に I シートを発表して貰います。課題はコメントをつけて返却します。 

テキスト 教科書は使用しない。教員作成資料をその都度配布する。 

参考書等 「保育所保育指針」、「幼稚園教育要領」、その他授業中に紹介する。 



 

 

科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

障害児保育Ⅱ ２年前期 演習 １ 
卒業選択 

資格必修 
岡田 良子 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

    ◎ ○         

授業の目的 
障害児保育Ⅰで学んだ理論や方法をもとに、様々 な障害児の理解や支援方法について学ぶ。 障害のある子どもの指導

計画を作成し、個別支援について理解を深める 障害のある子どもの支援や保育に関する現状と課題について理解する。 

到達目標 

１．障害児への発達支援方法について理解する。 
２．個別支援計画の作成について習得する。 
３．自分なりの障害児保育の基本方針と方向性を身につけることが出来ている。 

授業の概要 
日常生活での、保育現場での困り感、家庭での困り感、社会生活上での問題などに焦点を当てて、具体的に 支援の方

法と課題を探っていく。実際の保育現場で役に立つ支援について身に付けていく。 

授業計画 

１ 障害児の理解と支援① ９ 記録及び評価① 

２ 障害児の理解と支援② １０ 記録及び評価② 

３ 障害児の理解と支援③ １１ 地域の専門機関と個別支援計画 

４ 障害児の理解と支援④ １２ 障害のある子どもの保育に関する現状と課題① 

５ 障害児の理解と支援⑤ １３ 障害のある子どもの保育に関する現状と課題② 

６ 障害児の理解と支援⑥ １４ 障害のある子どもの保育に関する現状と課題③ 

７ 指導計画の作成① １５ まとめ 

８ 指導計画の作成②   

試験・評価 単位認定試験５０％。課題及び I シート３０％。授業への積極的参加２０％で総合評価する。 

留意事項 授業中の私語、居眠り、スマートフォン等の使用は減点の対象です。 

準備学習 
（予習・復習等） 

前回の授業を復習した上で、次回の授業に参加すること。課題の提示もあります。 必要時間：４５分 

課題の 

フィードバック 

毎回の授業の開始時に前回の授業の I シートを４～５名発表して貰います。 
課題はコメントをつけて返却します。 

テキスト 教科書は使用しない。教員作成資料をその都度配布する。 

参考書等 「保育所保育指針」、「幼稚園教育要領」、その他授業中に紹介する。 







 
科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

保育実習指導Ⅰ 
１・２年 

通年 
演習 ２ 

卒業選択 

資格必修 

重永・池田 

渡邊・他 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

          ◎ ○ ○ 

授業の目的 

保育･施設実習の意義目的、実習の内容を理解し、自らの課題を明確にする。事前指導では、各施設での実習内容につ

いて具体的に理解する。実習直前指導では書類の準備を行い、オリエンテーションで具体的な実習の情報を習得する。 

事後指導では、実習の総括と自己評価を行い新たな課題や実習目標を明確にする。 

到達目標 

１．実習の意義･目的を理解し、実習の内容と自らの課題を明確にする。 

２．事前指導では、各施設での実習内容について具体的に理解する。 

３．事後指導では、実習の総括と自己評価を行い、新たな課題や実習目標を明確にできる。 

授業の概要 

保育実習の意義･目的を理解し、プライバシーの保護と守秘義務、実習の計画、記録の方法や内容につい

て学ぶ。施設実習の意義と目的を理解し、各種施設（児童養護施設、福祉型障害児入所施設、医療型障害

児入所施設、その他）について学習する。事後指導では実習の総括と自己評価を行い、反省とまとめを行う。 

授業計画 

保育所 施設 

１ 保育実習にいくための実習依頼の手順について １ 施設実習の意義と目的 

２ 保育実習の意義と目的・実習の方法について ２ 施設保育士の役割 

３ 実習生としての心構え、全国保育士倫理綱領について ３ 福祉の理念 

４ 実習に必要な事務手続きについて ４ 種別の理解（１） 児童養護施設・乳児院 

５ 実習記録の意義と方法、観察の視点について ５ 種別の理解（２） 障害児・者入所施設ほか 

６ 実習記録の実際①日誌の各項目の理解 ６ 実習記録の取り方（1）児童養護施設・乳児院ほか 

７ 
実習記録の実際②ワーク 

実習先でのオリエンテーションについて 
７ 実習記録の取り方（2）障害児・者入所施設ほか 

８ 実習記録の実際③フィードバック ８ 個人票や書類の作成を通した実習の目標設定や守秘義務等について 

９ 指導計画の意義と方法 ９ 施設実習の不安を軽減しよう 

１０ 指導案作成の実際①基本的事項と設定(部分)保育 １０ 施設でのオリエンテーションについて（施設実習書類の準備） 

１１ 指導案作成の実際②教材研究の基本 １１ 施設実習班員での事前学習と打ち合わせ 

１２ 
指導案のプレゼンテーション 

腸内細菌検査について 
１２ 施設実習直前指導 （腸内細菌検査・実習生としてのマナー・諸注意他） 

１３ 学内直前指導 １３ 事後指導における実習の自己評価と振り返り 

１４ 事後指導における実習の総括と自己評価 １４ 事後指導における実習体験報告会 

１５ 事後指導における振り返りと課題の明確化 １５ 事後指導における施設実習のまとめと総括 

試験・評価 毎回のレポート５０％、課題レポート２０％、受講態度２０％、最終回ノート提出１０％で総合評価する。 

留意事項 体調管理に特に注意を払い、欠席がないようにすること。施設でのプライバシー保護に留意する。 

準備学習 
（予習・復習等） 

授業後は講義内容を他の講義と関連付けながら確認していくこと。 

実習前には実習指導のノートやテキストを読み返すこと。 
必要時間：４５分 

課題の 

フィードバック 
各回提出のノートは次週の授業時に返却し総評を行う。 

テキスト 
「幼稚園・保育所・施設実習完全ガイド―準備から記録・計画・実践まで―」編著者太田光洋 ミネルヴァ書房 

「保育所保育指針 解説書」 厚生労働省 フレーベル館 

参考書等 授業中に知らせる。 







 

 

科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

保育実習Ⅰ 別に示す 実習 ４ 
卒業選択 

資格選択必修 

重永・池田 

渡邊・他 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

          ○ ◎ ○ 

授業の目的 

既習の強化の内容を踏まえ、保育所、児童福施設等の役割や機能を理解し保育士の役割、職業倫理を学

ぶ。保育所実習では、観察や子どものかかわりを通じて、発達過程に応じた保育内容や環境を学ぶ。児童福

施設における実習では、種別ごとの養護内容や生活環境を学び個々の状態に応じた援助を理解する。 

到達目標 

１．保育所、児童福祉施設等の役割や機能を具体的に理解する 

２．観察や子どもとの関わりを通して子ども、利用者への理解を深める 

３．保育士の役割と倫理を理解する。 

授業の概要 

保育所実習では、保育所で生活を営む乳幼児への理解を深め、保育所の機能やそこで働く保育士の職務

について学ぶ。施設実習ではその意義と目的を理解し、各種施設（保育所、障害児入所施設、障害者支援施

設、児童養護施設、情緒障害児短期治療施設、その他）で働く保育士の職務について学習する。 

授業計画 

保育所実習２単位（学外）：１年次２月（おおむね１０日間） 

施設実習２単位（学外）：２年次９月（おおむね１０日間） 

「保育所実習の内容」 

１．実習施設について理解を深める 

２．保育所の状況や一日の流れを理解する 

３．乳幼児の発達を理解する 

４．保育計画・指導計画を理解する 

５．保育技術を習得する 

６．職員間の役割分担とチームワークについて理解する 

７．家庭・地域社会との連携について理解する 

８．子どもの最善の利益を具体化する方法について学ぶ 

９．保育士の倫理観を具体的に学ぶ 

１０．安全及び疾病予防への配慮について学ぶ  

 

「居住型福祉施設等及び障害児・者支援施設等における実習の内容」 

１．施設実習の意義と目的を理解する 

２．各種施設の役割と機能を理解する 

３．各種施設の利用児・者について理解する 

４．専門職としての施設保育士の役割と倫理を学ぶ 

５． 各種施設の養護内容（支援内容）と生活環境を理解し、実習記録のとり方を理解する 

６． 利用児・者の個別の支援計画と援助について理解する 

７． 健康管理・安全対策について理解する 

８． 多様な専門職との連携や役割分担について理解する 

９． 宿泊実習に伴う生活上の注意点を理解する 

１０．施設実習のふり返りを通して自己課題を明確化する 

試験・評価 保育実習の評価８０％と、実習日誌２０％で総合評価する。 

留意事項 体調管理に特に注意を払い、欠席がないようにすること。 

準備学習 
（予習・復習等） 

保育実習指導Ⅰでの学びを準備学習とし、各回の内容を振り返っておくこと。 

実習先でのオリエンテーションで指示された課題の準備を行うこと。 
必要時間：指定せず 

課題の 

フィードバック 
実習終了後、実習先からの評価票・実習日誌の内容を踏まえフィードバックを行う 

テキスト 
「幼稚園・保育所・施設実習完全ガイド―準備から記録・計画・実践まで―」編著者太田光洋 ミネルヴァ書房 

「保育所保育指針 解説書」厚生労働省 フレーベル館 

参考書等 保育実習指導Ⅰの授業内で紹介する。 



 

 

科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

保育実習Ⅱ 別に示す 実習 ２ 卒業選択 
資格選択必修 進藤 務子・他 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

          ○ ◎   

授業の目的 

保育実習Ⅱでは、保育実習Ⅰでの体験を元に、保育所で実際に実践し、保育士として必要な資質・能力・

技術を習得するとともに、保育士の業務内容と職業倫理への理解をより深め、自己の課題を明確にする。ま

た、家庭と地域の生活実態に触れて、子どもと家庭福祉に対する理解を深める。 

到達目標 

１．保育士の業務についての理解を深め、保育の実践力を高める。 
２．保育士として必要な職業倫理を理解する。 
３．幼児への理解をより深める。 

授業の概要 

保育実習Ⅰでの経験を踏まえ、観察を通して乳幼児への理解を深め、実際に行う設定保育等の指導実習

の中で、保育の計画の立て方や保育技術、子どもとの関わり方などの実践力を身に付けていく。また、保育者

同士の役割分担や連携、家庭や地域社会との連携の実際について理解を深める。 

授業計画 

実施時期：２年次８月におおむね１０日間実施する。 
 
 
実習の内容：  
１．保育所の役割や機能、実習施設について理解を深める 
２．保育所の状況や一日の流れ、保育指導の動きや実践を理解する 
３．子どもの心身と活動の観察と、乳幼児の発達を理解する 
４．保育計画・指導計画を理解する 
５．保育技術を習得する 
６．職員間の役割分担とチームワークについて理解する 
７．家庭・地域社会との連携について理解する 
８．子どもの最善の利益を具体化する方法について学ぶ 
９．環境を通して行う保育、生活や遊びを通して総合的に行う保育の理解 
１０．安全および疾病予防への配慮について学ぶ 
１１．保育士の倫理観を具体的に学び、多様な保育の展開と業務を理解する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

試験・評価 保育所実習の評価８０％、基礎評価（実習日誌等）２０％で総合評価する。 

留意事項 体調管理に特に注意を払い、欠席がないようにすること。 

準備学習 
（予習・復習等） 

事前にオリエンテーション等での打ち合わせ事項を再確認し、指導案や教材研究等

の準備を行うこと。 必要時間：指定せず 

課題の 

フィードバック 
なし 

テキスト 「幼稚園・保育所・施設実習完全ガイド－準備から記録・計画・実践まで－」 太田光洋編著 ミネルヴァ出版 

参考書等 授業中に知らせる。 











 

 

科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

チャイルドプロジェクト ２年通年 演習 ２ 
卒業必修 

資格選択必修 
学科教員 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

          ○   ◎ 

授業の目的 

地域社会が抱える子どもや子育てに関する様々な問題について、各自の興味・関心のある分野を選び自主

研究を行うことを通して、保育者としての専門性を高める。また、学生が主体的に研究課題を設定し、地域社

会と連携した研究を行うことにより、学生各自が自己研鑽力を高めていく。 

到達目標 

１．自分たちで研究テーマや課題を設定し、研究方法を立案できる。 

２．研究の成果を文章にまとめる力を身につける。 

３．地域社会が抱える子ども・子育てに関する問題を知り、その問題解決に取り組むことができる。 

授業の概要 

地域社会が抱える子ども・子育てに関する課題を見つけ、その問題解決を図るための研究をアクティブ・ラ

ーニングの手法を用いて実施する。学生自身が取り組む分野・研究テーマを選び、各研究会に分かれて 1年

間の研究を行い、その成果を発表し報告集に掲載する。 

授業計画 

 

研究会名（分野） 

 

表現研究会 

 

子どもの英語研究会 

 

ピアノ・トーンチャイム研究会 

 

ボランティア研究会 

 

幼児音楽研究会 

 

保育の心理学研究会 

 

保育環境研究会 

 

からだあそび研究会 

 

手作りおもちゃ研究会 

 

 

指導教員 

 

椎山克己 

 

阿久根 政子 

 

原 浩美 

 

重永 茂 

 

進藤 務子 

 

池田 可奈子 

 

渡邉 由恵 

 

新井 真実 

 

櫻井 晋伍 

 

 

どの研究会で学ぶかは、学生の希望を事前にアンケート調査し、調整の上、決定する。 

具体的な研究課題・内容については講義の中で決定する。 

研究の成果については研究報告書を１５回目に提出する。 

 

試験・評価 各研究会での活動・成果８０％、受講態度２０％で総合評価する。 

留意事項 学生が主体的に研究をおこなうので、意欲的に発言すること。 

準備学習 
（予習・復習等） 

各自の課題についての取り組みを放課後等に実施すること。 必要時間：４５分 

課題の 

フィードバック 
提出した研究報告書については、報告集を作成し配布する。 

テキスト 必要に応じてプリントを配布。 

参考書等 各研究会にて指示する。 







 

 

科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

在宅保育論 ２年後期 講義 ２ 
卒業選択 

資格必修 
濱元 篤子 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

      ○     ◎ ○ 

授業の目的 

少子高齢社会における子育て支援のあり方について考える。「子ども・子育て新システム」において家庭訪

問保育（在宅保育）が重要な施策として位置づけられたことの意義を理解し、全国保育サービス協会認定のベ

ビーシッター資格取得を目指して、在宅における乳幼児の個人もしくは、小集団の保育について学ぶ。 

到達目標 

１．多様な保育ニーズについて把握する。 

２．家庭訪問保育（在宅保育）の意義を理解する。 

３．家庭訪問保育者（ベビーシッター）の業務に必要なスキルを習得する。 

授業の概要 

在宅における保育の特殊性や在宅保育の子育て支援としての役割について、また、職業としての在宅保育

と法的責任を理解する。1対1、2程度の少人数の保育に対しての理解を深めると同時に、病後児保育、産後

ケア等についても理解する。在宅保育におけるマナーや緊急時の対応についても理解する。 

授業計画 

１ 
家庭訪問保育の体系と研修内容 

保育者として身につけたい保育マインド      
９ 

居宅訪問型保育における環境整備 

・小児保健  ・健康上の留意点と応急処置 

（濱元） 

２ 

居宅訪問型保育の概要①  

・家庭訪問保育の歴史 

・居宅訪問型保育の実態              

１０ 
居宅訪問型保育の保育内容と環境整備     

（濱元） 

３ 

居宅訪問型保育の概要② 

・子ども・子育て支援新制度の概要 

・居宅訪問型保育事業               

１１ 

さまざまな家庭訪問保育① 

・安全確保とリスクマネジメント ・事故の予防と保育上の留意点 

（濱元） 

４ 

居宅訪問型保育の保育内容①  

・居宅訪問型保育を利用する家庭のニーズ 

                             

１２ 

さまざまな家庭訪問保育② 

・居宅訪問型保育における保護者への対応 

・居宅訪問型保育者のマナー、保護者支援の必要性            （濱元） 

５ 

居宅訪問型保育の保育内容②  

・地域子ども子育て支援事業との関連 

・居宅訪問型保育の有効性と課題        

１３ 

さまざまな家庭医訪問保育③産後ケア、病児・病後児

保育、障碍児保育、送迎同行保育、多胎児の保育、学

童の保育、外国の子どもの保育          （濱元） 

６ 
一般家庭訪問保育業務の流れ       

（濱元） 
１４ 

一般家庭訪問保育業務の流れ② 

・現役の居宅訪問保育者の体験談、レポート作成 

  （濱元） 

７ 
乳幼児の発達と心理                

（濱元） 
１５ 

まとめ・・・在宅保育論を学んで 

                            

８ 
乳幼児の生活と遊び            

（濱元） 
                           

試験・評価 授業内で行う発表とレポート課題６０％に受講態度・姿勢等４０％を加え、総合的に評価する。 

留意事項 
全国ベビーシッター協会認定によるベビーシッター資格が取得できる。欠席せず受講すること。 

１５回の講義のうち、６回分を岡部が、９回分を濱元がそれぞれ担当する。順序は変更される場合がある。 

準備学習 
（予習・復習等） 

普段から保育問題等について、新聞や TV 等のメディア情報に関心をもつことが望

まれる。 
必要時間：３時間 

課題の 

フィードバック 
授業で実施したレポートは、添削・採点し、返却する。 

テキスト 「家庭訪問保育の理論と実際」 公益社団法人全国保育サービス協会 中央法規 

参考書等 必要に応じて指示する。 





 

 

科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

教育原理 １年前期 講義 ２ 
卒業選択 

免許・資格必修 
関  聡 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

  ○       ○ ◎   

授業の目的 

教育に関する基礎理論を学習する。教育に関する思想・歴史・制度・内容・方法・計画の基礎理論を学ぶこ

とにより、今後の保育者としての成長の土台を培う。「教育する者」にとって必要なものとは何か、目指すべき教

育の姿とは何かを自覚的に探究することが本科目の目的である。 

到達目標 

１．教師に必要な知識・態度・思考について、自覚的に論じることができる。 

２．「教育的価値」「教育的思考」「教育的関係」「教育的はたらきかけ」について、論理的に論じることができる。 

３．教育の目的・思想・歴史・制度・内容・計画など、教育の構造の基礎を説明できる。 

授業の概要 

１．教育の意味・意義等の基礎知識  ２．教育の内容・方法・計画等に関わる理論 

３．教育の歴史と制度に関わる知識  ４．子どもの見方や教育の考え方（子ども観・教育観） 

５．教育に関する時事問題 

授業計画 

１ 

教育とは何か 

１．本科目のねらい  ２．教育の意味   

３．教師との出会い 

９ 

学習の技術 

１．学習技術の特質  ２．発問と板書 

３．コミュニケーション 

２ 

教育の本質 

１．教育と文化  ２．教育と子ども観  

３．教育と学校・ 

１０ 

教材研究 

１．教材研究の意味  ２．教材と教具 

３．教具の効果的な活用 

３ 

教育の目的 

１．学校における教育  ２．家庭における教育 

３．地域社会における教育 

１１ 

教材研究 

１．教材研究の意味  ２．教材と教具 

３．教具の効果的な活用 

４ 

教育の制度 

１．学校制度の成立  ２．教育行政の意味 

３．教育委員会の役割 

１２ 

学級の経営 

１．学級の特質  ２．学級担任の役割 

３．学級経営の留意点 

５ 

教育関係法規 

１．日本国憲法と法体系  ２．学校教育法 

３．学校教育法施行規則（免許法） 

１３ 

教師の歴史 

１．教師の歴史と概観  ２．教師の歴史 

３．教育における人間関係 

６ 

教育の内容 

１．教育課程とカリキュラム  ２．各領域の関連性 

３．指導計画の意義と種類 

１４ 

教育関係教職員 

１．教員の職務  ２．教員の身分 

３．教師の研修 

７ 

学習の方法 

１．目的と内容と方法  ２．学習指導と生活指導 

３．学習過程の方法と種類 

１５ 

教育の推進と展望 

１．新しい学力観  ２．学校・家庭・地域の連携 

３．これからの教育の在り方 

８ 

学習の方法 

１．目的と内容と方法  ２．学習指導と生活指導 

３．学習過程の方法と種類 

  

試験・評価 レポート８０％、授業態度２０％で総合評価する。 

留意事項 
学修を通して、①教師になる自覚を持つこと、②自分自身を見つめる機会を持つこと、③小さい者・弱い者へ

の温かいまなざしを持つこと、④問題を発見し解決する姿勢を持つこと、以上を身につけてほしい。 

準備学習 
（予習・復習等） 

予習：授業内容に関わる保育現場の状況を参考文献、マスコミ等から情報を得る。

復習：授業内容から自分なりの保育観・子ども観・教育観をつくりあげる。 
必要時間：３時間 

課題の 

フィードバック 

試験終了後、必要に応じて補習等を行う。学期途中にも確認の作業を行う。質問は授業中いつでも受け付け

るが、オフィスアワーを十分に活用すること。 

テキスト 授業内で必要に応じて紹介する。 

参考書等 授業内で必要に応じて紹介する。 



 

 

科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

発達心理学 １年後期 講義 ２ 
卒業選択 

免許・資格必修 
平石 徳己 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

    ◎ ○     ○   

授業の目的 

人は、胎児期から老年期に至るまで、身体的側面・心理的側面・社会的側面など、様々な側面において年

齢とともに変化し、成長していく。本講義では、そうした人の生涯にわたる発達の過程の中でも、特に乳幼児期

に重点を置きながら、発達を説明する主要な諸理論を学び、基本的な理解を得ることを目的とする。 

到達目標 

１．発達心理学に関するキーワードを説明できるようになる。 

２．様々な子どもの行動について、心理学的な観点から説明できるようになる。 

３．生涯発達の観点から発達プロセスや初期経験の重要性について理解する。 

授業の概要 

乳幼児期に重点を置きながら、発達を説明する主要な諸理論および身体と運動、認知と思考、言語とコミュ

二ケーション、愛着、感情、自己などのキーワードについて学ぶ。さらに、発達のつまずきや生涯発達について

も学び、人が発達するとはどういうことか、発達を援助するとはどういうことかについて理解を深める。 

授業計画 

１ 

心理学とは 

  ・心理学の歴史・心理学的な物の考え方 

  ・心理学を学ぶ意義 

９ 

遊びと仲間関係の発達 

・遊びとは何か ・遊びの発達的変化 

・仲間関係の発達特徴 

２ 

発達とは 

・発達が意味するもの ・発達を規定するもの 

・発達研究の方法 

１０ 

道徳性と向社会的行動の発達 

・思いやりの芽生えと発達 ・道徳性の発達 

・向社会的行動の発達 

３ 

乳児の発達 

  ・赤ちゃん研究最前線 

  ・有能な乳児 

１１ 
子どもの行動の心理学的理解 

 ・ＤＶＤ視聴を通して、これまでの学びの振り返りを行う 

４ 
自己の発達 

・自己という意識 ・他者と自己の関係 
１２ 

生涯発達についての理解① 

青年期における発達の概要 

５ 
愛着と親子関係 

・愛着の発達とその機能 ・親の子育てと親の発達 
１３ 

生涯発達についての理解② 

  成人期・老年期における発達の概要 

６ 
感情と動機づけの発達 

・感情とその機能 ・動機づけ 
１４ 

発達のつまずきとその支援① 

 ・発達障害の理解 

７ 

言語・コミュニケーションの発達 

・前言語的コミュニケーション 

・言語的コミュニケーション ・養育者の役割 

１５ 
発達と保育支援のあり方 

まとめと考察 

８ 

認知と思考の発達 

・ピアジェの発達理論 

・各時期の認知・思考の発達特徴 

  

試験・評価 テストによる評価７０％、レポート課題１０％、受講態度・姿勢２０％で総合評価する。 

留意事項 保育者となることを自覚しながら学ぶこと。 

準備学習 
（予習・復習等） 

事前に学習する範囲のテキストに目を通してくること。復習では、授業で配布した資

料やテキストの要点をまとめ、知識の定着をはかること。 
必要時間：３時間 

課題の 

フィードバック 
提出されたレポートについては添削・評価後、最終回の授業時に返却し、総評を行う。 

テキスト 
「エピソードで学ぶ乳幼児の発達心理学―関係のなかでそだつ子どもたち」  

岡本依子 菅野幸恵 塚田―城みちる著 新曜社   

参考書等 講義の中で適宜、紹介する。 



 

 

科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

保育内容総論 1年前期 演習 １ 
卒業選択 

免許・資格必修 
渡邊 由恵 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

    ◎ ○         

授業の目的 

保育所保育指針、幼稚園教育要領、教育・保育要領の基本を理解し、保育内容について総合的に学ぶこと

を目的とする。保育所、幼稚園、幼保連携型認定子ども園の実際における乳幼児の生活と発達を学ぶ中で、

保育を構成していく際に必要な要素について理解を深める中で、保育の多様な展開について具体的に学ぶ。 

到達目標 

１．指針・要領における保育内容を理解するとともに、保育の全体的な構造を理解する 

２．子どもや子ども集団の発達の特性や発達過程を踏まえ、保育内容と子ども理解とのかかわりについて学ぶ 

３．子どもの生活を通して、養護と教育が一体的に展開することを具体的な保育実践につなげて理解する 

授業の概要 

保育の基本と保育内容、乳幼児の発達と生活など、保育を展開するにあたり必要とされる基本的事項につ

いて理解を深める。子どもたちが遊びや生活を通して総合的に成長していく姿を事例から読み解き、園生活に

おいて保育内容がどのような仕組みで子どもたちの発達を支えているのかを学ぶ。 

授業計画 

１ 
オリエンテーション 

保育制度と保育内容 
９ 

保育内容と領域 

 環境・言葉・表現 

２ 
乳幼児の発達と園生活 

保育所の１日（３歳未満児）  
１０ 

保育の方法 

 環境を通しておこなう保育と保育者の役割 

３ 
乳幼児の発達と園生活 

 幼稚園の１日（３歳以上児） 
１１ 

保育内容の総合的なとらえ方① 

 グループワーク（遊びの実践） 

４ 幼保連携型認定こども園とは １２ 
保育内容の総合的なとらえ方② 

 グループワーク(ラベルトーク) 

５ 

保育の基本 

遊びや生活を通して学ぶということ 

環境を通しておこなう保育  

１３ 
保育内容の総合的なとらえ方③ 

 グループワーク（発表） 

６ 
幼稚園教育 

幼稚園教育要領の構成と保育内容 
１４ 

保育の内容と計画 

 保育の計画と考え方 

 保育における観察と記録 

７ 
保育所保育 

 保育所保育指針の構成と主な内容  
１５ 

現代社会と保育 

家庭・地域・小学校との連携 

特別な配慮を要する子どもの保育                    

８ 
保育内容と領域 

 健康・人間関係 
  

試験・評価 試験６０％、各回ワークシート３０％、学習状況１０％で総合評価する。 

留意事項 
各授業終了時に提出するワークシートは保管し復習に役立てると共に、小テストに備えること。 

私語、スマートフォン・携帯操作、居眠りをしないように。 

準備学習 
（予習・復習等） 

授業後にワークシートとテキストを読み返し学びを深めること。不明な点、さらに学び

たい内容があれば次回の授業で質問をすること。 
必要時間：４５分 

課題の 

フィードバック 
ワークシートは次週の授業で返却し総評を行う。 

テキスト 
「幼稚園教育要領解説」文部科学省 フレーベル館、「保育所保育指針解説書」厚生労働省 フレーベル館 

「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」内閣府 フレーベル館 

参考書等 「保育の理論と実践 -ともに育ちあう保育者をめざして-」清水陽子 他 ミネルヴァ書房 



 

 

科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

保育内容 健康 １年後期 演習 １ 
卒業選択 

免許・資格必修 
萩尾 ミドリ 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

    ◎ ○         

授業の目的 

乳幼児が置かれている環境や社会状況を読み取り具体的な姿や実例から、生涯にわたる健康の土台、基

礎となる乳幼児期の健康の捉え方を学ぶ。その中で遊びの意義、安全の指導のあり方を身体的側面、運動的

側面、精神的側面の発達について理解し適切な関わりができる保育者を目指す。 

到達目標 

１．幼稚園教育要領、保育所保育指針における領域「健康」のねらい及び内容を理解する。 

２．子どもの心と体の健康の大切さや安全への配慮について理解を深める。 

３．０歳～５歳児までの生活と遊びの実際について事例から指導のポイントを学び理解する。 

授業の概要 

今置かれている乳幼児の状況を把握し保育所、幼稚園、認定子ども園の重要な役割を確認する。安全に

安心して過ごせる保育所、幼稚園、認定子ども園での子どもたちの体と心の発達や運動発達を理解し、行事

や季節感を取り入れた生活と遊びの中に健康のねらいがあることを学習する。 

授業計画 

１ 

本学習の目的、内容説明 

 ・健康で、安全な幸福な生活のために 

・「健康」とは何か               

９ 

Ⅳ実際編 

 ・０～２歳児の身辺自立・生活習慣の獲得 

 行きつもどりつする獲得の過程 

２ 

Ⅰ子どもの心と体の健康 

 ・幼児期の健康な生活とは            

（課題１） 

１０ 

Ⅳ実際編 

 ・０～２歳児の遊び 

   生活の中にある遊びから戸外遊び     （課題５） 

３ 
Ⅱ子どもの身体の発達と運動能力 

 ・子どもの身体の発達 
１１ 

Ⅳ実際編 

 ・３～５歳児の生活習慣の獲得 

   それぞれの年齢における生活習慣の獲得 

４ 
Ⅱ子どもの身体の発達と運動能力 

 ・運動能力と動きの獲得 
１２ 

Ⅳ実際編 

 ・３～５歳児の運動遊びの実際 

   多様な動きの経験と子どもの主体性    （課題６） 

５ 

Ⅱ子どもの身体の発達と運動能力 

・安全の指導                    

（課題２） 

１３ 

Ⅳ実際編 

・３～５歳児の運動遊びのポイント 

運動遊びと動機づけ 

６ 
Ⅲ領域「健康」 

 ・領域「健康」のねらいと内容 
１４ 

Ⅳ実際編 

 ・安全への配慮                  

   子どものけがを未然に防ぐ予測の重要性 （課題７） 

７ 

Ⅲ領域「健康」 

 ・領域「健康」の内容の取り扱い         

（課題３） 

１５ 

Ⅳ実際編 

 ・まとめ：保育者の役割 

   ふり返り                     （課題８） 

８ 

Ⅳ実際編 

 ・０～２歳児の生活と動き   

這う、立つ、歩くなど生活のひろがり    （課題４） 

  

試験・評価 課題提出８０％（８回）、受講態度・姿勢２０％で総合評価する。 

留意事項 授業内容や考えを書きとめる。自分の健康管理について関心をもつことが望まれる。 

準備学習 
（予習・復習等） 

授業後に書きとめた内容を整理しファイルにする。 

質問内容をまとめ次回提出できるようにしておくこと。（評価対象） 
必要時間： ４５分 

課題の 

フィードバック 

課題は添削をして返却し、次回 振り返る時間をとる。 

その他の質問に対して授業のなかで答えていく。 

テキスト プリント配布 

参考書等 「幼稚園教育要領」、「保育所保育指針」、「保育内容 健康」 河邊貴子著 建帛社 

















 

 

科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

保育指導法Ⅰ ２年前期 演習 １ 
卒業選択 

免許必修・資格選択必修 
渡邊 由恵 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

    ○ ◎   ○ ○ ○ 

授業の目的 

子どもが保育所・幼稚園で自ら環境に関わり、充実感、喜びや楽しさを味わえるための指導法を学ぶことを

目的とする。様々な生活やあそびの場面で、子どもたちの気持ちや発達段階に寄り添い、より良い方向へ導い

て行けるような指導法について、保育の質を高めるために必要な同僚性について理解を深める。 

到達目標 

１．多様な保育形態、生活・遊びの場面での具体的な指導法について学ぶ 

２．子どもの目線で保育環境を考える意識を養う 

３．具体的な場面での保育の質について考える意識を養う 

授業の概要 

映像・保育現場の環境写真を用いた具体的事例を通して、様々な生活・遊びの場面で、子どもが何をどの

ように体験しているのか、そこで求められる指導法について、理論と実践を往還しながら学ぶ。主にグループワ

ークを行いながら質の高い保育について協同的に学び合う。 

授業計画 

１ 
オリエンテーション 

保育の基本・保育者に求められる時間と空間の感覚 
９ 子どもの目線で考える保育環境－戸外③― 

２ 
子どもにふさわしい園生活の展開 

様々な保育形態 
１０ あそびの環境構成と援助① 

３ 
子どもにふさわしい園生活の展開① 

1日の生活の組み立て方 
１１ あそびの環境構成と・援助② 

４ 
子どもにふさわしい園生活の展開② 

生活場面での保育のあり方 
１２ 

保育と行事 

 園生活の中での行事と計画 

５ 
子どもの生活と安全な環境 

 見える危険と見えない危険 
１３ 発達の時期に応じた保育のあり方 

６ 子どもの目線で考える保育環境 ―園舎内― １４ 保育の計画・実践・評価 

７ 子どもの目線で考える保育環境 －戸外①－ １５ 
まとめ 

保育の質と同僚性 

８ 子どもの目線で考える保育環境 －戸外②－   

試験・評価 学習状況２０％、各回ワークシート４０％、期末に作成するレポート４０％で総合評価する。 

留意事項 
グループワークに積極的な姿勢で参加すること。私語、スマートフォン・携帯操作、居眠りはしないように。 

戸外で授業を行うこともあるので、毎回の授業内容を確認しておくこと。 

準備学習 
（予習・復習等） 

実習日誌や指導案を読み返し、実習での学びや経験を授業の学びに結び付けられ

るように意識すること。授業内容のテキストの該当箇所を熟読しておくこと。 
必要時間：４５分 

課題の 

フィードバック 
ワークシートは次週の講義時に返却をして総評を行う。 

テキスト 「保育の理論と実践-ともに育ちあう保育者をめざして-」 清水陽子他 ミネルヴァ書房 

参考書等 
「秋田喜代美と安見克夫が語る 写真で見るホンモノ保育～憧れを育てる～」 

秋田喜代美・安見克夫 ひかりのくに 









 
科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

保育・教職実践演習（幼稚園） ２年後期 演習 ２ 
卒業選択 

免許・資格必修 
椎山・渡邊・森光 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

          ◎ ○ ○ 

授業の目的 

今までの学修を振り返り、保育者の職責を果たすための自己研鑚力を身につけ、保育環境の理解を深め、コミュニケーシ

ョン能力や課題への対処力を高める。また、子どもの状況に配慮した教育活動を行う知識・能力を身につけ、指導方法・教

材研究を活かした指導案等を作成する力、子どもに対応した関わり方を身につける。 

到達目標 

１．今までの実習を含めた学修を振り返り、保育者となるために自己の不足している点を明らかにする。 

２．保育者の役割を認識し、それを果たすための自己研鑽力を身につける。 

３．指導案や教材研究、模擬保育を通して子どもへの対応力が高まる。 

授業の概要 

保育者像やその職責、保育現場を取り巻く環境などについて、事例研究やグループディスカッションを通し

てその理解を深めていく。また、今までの学修の振り返りをもとに、各自の不足している点を明らかにすると共

に、模擬保育を通して保育の実践力を高め、自己研鑽力を養う。 

授業計画 

１ 学修・実習を振り返り（グループ討議）       【森光】 １７ 保育現場を取り巻く人間関係           【森光】 

２ 設定保育等の振り返りとグループ討議       【椎山】 １８ 指導案研究と模擬保育と相互評価⑥      【椎山】 

３ 保育職の意義・役割について            【森光】 １９ 保育者に必要な人間関係の構築         【森光】 

４ 履修カルテを活用した自己分析          【椎山】 ２０ 指導案研究と模擬保育と相互評価⑦      【椎山】 

５ 事例研究① 子どもとの関わり           【森光】 ２１ 保護者に対する子育て支援の事例研究     【森光】 

６ 分析、面談をもとにしたプログラム作成         【椎山】 ２２ 指導案研究と模擬保育と相互評価⑧      【椎山】 

７ 事例研究② 子どもの安全             【森光】 ２３ 保護者や地域社会との連携の理解を図る。   【森光】 

８ 指導案研究と模擬保育と相互評価①       【椎山】 ２４ 幼児理解の事例研究、子どもへの対応      【渡邊】 

９ 事例研究③ 保護者との関わり          【森光】 ２５ 保護者支援についてのグループ討議       【森光】 

１０ 指導案研究と模擬保育と相互評価②      【椎山】 ２６ 幼児理解、保護者への対応の事例研究     【椎山】 

１１ 事例研究④ 地域との関わり           【森光】 ２７ 家庭との連携、クラスだよりの作成        【森光】 

１２ 指導案研究と模擬保育と相互評価③      【椎山】 ２８ 乳幼児の様子を保護者へ伝える実際の方法  【渡邊】 

１３ 幼児理解の事例研究とグループ討議      【森光】  ２９ 目指す保育者像、必要な資質・能力の確認   【森光】 

１４ 指導案研究と模擬保育と相互評価④      【椎山】 ３０ 模擬保育の振り返りと総評 【椎山】 

１５ 学級経営に関する事例研究とグループ討議  【森光】 
  

１６ 指導案研究と模擬保育と相互評価⑤      【椎山】 

試験・評価 
事例発表２５％、指導案２０％、模擬保育２０％、レポート２０％、小テスト５％、受講態度１０％で総合評価す

る。 

留意事項 日誌等で実習の振り返りを行っておくこと。 

準備学習 
（予習・復習等） 

実習日誌、指導案等を振り返り、自己の課題を認識して模擬保育に臨むこと。理解

できなかったこと、課題作成の質問はオフィスアワーを利用し解決すること。 
必要時間：４５分 

課題の 

フィードバック 
指導案は模擬保育ごとに総評を行い返却する。模擬保育および相互評価については最終回で総評を行う。 

テキスト プリントを配布する。 

参考書等 「幼稚園・保育所・施設実習完全ガイド」 太田光洋編著 ミネルヴァ書房  



 
科目名 開講時期 授業形態 単位数 必修／選択 担当者 

教育実習 別に示す 実習 ５ 
卒業選択 

免許必修・資格選択必修 
原・新井・他 

学科のディプロマポリシーとの関連 
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

    ○ ○     ◎   

授業の目的 

学校で学んだ理論や実技を幼児教育の場で実践し、直接子どもとふれあい、幼児の実態と保育のあり方を

学ぶ。また、事前事後指導を行い、教育実習の意義や目的、幼児理解の観察の視点や援助方法を学ぶと同

時に、実習後の振り返りを通して、現場での教育実習の効果を高めていく。 

到達目標 

１，幼稚園の施設、設備、教育方針とそれに基づく園生活のあり方を知る。 

２．幼児理解（興味、関心、年齢ごとの発達等）ができるようになる。 

３．保育者理解（保育場面での役割、その他の業務）ができるようになる。 

授業の概要 

・久留米信愛女学院幼稚園での教育実習  １年次６月の１週間と１０月の１週間（計２週間） 

・学外の幼稚園での教育実習  ２年次５月から６月にかけての２週間 

・事前事後指導  １年次～２年次の期間で、教育実習の予定に合わせて行う。 

授業計画 

１ 幼稚園教諭・教育実習の意義と目的について １４ 
後期信愛幼稚園実習の事後指導② 

    評価のフィードバック 

２ 実習生としての心構え １５ 
外部幼稚園実習に関するオリエンテーション  

書類配布 

３ 実習先提出書類について １６ 実習生としての心構え 

４ 信愛幼稚園実習日誌の書き方① 日誌の基本的事項 １７ 
実習に関する準備① 

実習日誌の書き方 

５ 信愛幼稚園実習日誌の書き方② 記録の実践 １８ 
実習に関する準備② 

実習日誌の書き方 等 

６ 信愛幼稚園実習日誌の書き方③ フィードバック １９ 外部幼稚園実習直前指導 

７ 
信愛幼稚園実習の心構え 

信愛幼稚園園長先生の講話 
２０ 

外部幼稚園実習事後指導① 

報告書作成と自己評価 

８ 前期信愛幼稚園実習の直前指導 ２１ 
外部幼稚園実習事後指導② 

外部評価より フィードバック 

９ 
前期信愛幼稚園実習に関する事後指導① 

 自己評価とグループ内評価（グループワーク） 
２２ 

外部幼稚園実習事後指導③ 

実習についてグループディスカッション 

１０ 外部幼稚園実習の依頼手順について ２３ 
外部幼稚園実習事後指導④ 

訪問指導担当教員者との報告会 

１１ 
後期信愛幼稚園実習に関する準備 

部分指導について 
上述した２３回の教育実習事前事後指導に加えて、久留米信

愛女学院幼稚園ならびに学外の幼稚園で合計４週間の実習

を行う。 

１２ 後期信愛幼稚園実習の直前指導 

１３ 
後期信愛幼稚園実習の事後指導① 

     自己評価とグループ内評価(グループワーク) 

試験・評価 事前事後指導３０％、信愛幼稚園実習３５％、外部幼稚園実習３５％で総合評価する。 

留意事項 
体調管理を常に意識し、実習指導の授業・実習共に欠席がないようにすること。 

提出物は、期日を厳守すること。 

準備学習 
（予習・復習等） 

授業後は講義内容を他の講義と関連付けながら確認していくこと。 

実習前には実習指導のノートやテキストを読み返すこと。 
必要時間：指定せず 

課題の 

フィードバック 
実習終了後、実習先からの評価票・実習日誌の内容を踏まえフィードバックを行う 

テキスト 
「幼稚園・保育所・施設実習完全ガイド―準備から記録・計画・実践まで―」 太田光洋編著 ミネルヴァ書房 

「保育所保育指針 解説書」 厚生労働省 フレーベル館 

参考書等 実習指導の授業時に紹介する。 






